
臨

時
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容
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厚

　
　

　
一
　
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
力
戦
の
概
念
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
党
ア
ク
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ

　
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
争
様
相
は
、
戦
闘
形
式
、
戦
争
形
態
の
両
面
　
の
指
導
者
レ
オ
ン
・
ド
ー
デ
が
一
九
一
八
年
に
刊
行
し
た
『
総
力
戦
』

に

お

い

て

画
期
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
代
の
　
　
（
ピ
”
α
q
＝
①
員
①
叶
0
3
一
①
）
に
よ
っ
て
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
た
。
ド
ー

技
術

的
・
経
済
的
進
歩
を
基
盤
と
し
た
軍
事
技
術
の
火
力
化
・
動
力
化
　
デ
は
そ
こ
に
お
い
て
第
一
次
世
界
大
戦
の
教
訓
か
ら
、
　
「
戦
争
の
政
治

機
械
化

と
そ
の
多
様
性
・
大
量
性
は
、
飛
行
機
、
潜
水
艇
、
自
動
車
、
　
的
、
経
済
的
、
通
商
的
、
工
業
的
、
知
性
的
、
法
律
的
及
び
金
融
的
諸

タ
ン
ク
、
毒
ガ
ス
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
新
兵
器
を
戦
場
に
送
り
出
す
と
　
領
域
へ
の
拡
大
」
〔
註
①
〕
と
い
う
事
実
を
指
摘
し
、
戦
争
は
単
に

こ
ろ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
戦
闘
形
式
の
根
本
的
変
化
は
、
当
然
、
戦
闘
　
軍
隊
の
み
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
　
「
諸
々
の
伝
統
、
制

形
態
に

も
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
れ
は
第
一
次
世
界
大
戦
が
　
度
、
慣
習
、
法
典
、
精
神
、
そ
し
て
就
中
銀
行
が
戦
う
の
だ
」
と
述
べ

戦

闘
日
数
、
戦
費
総
額
、
動
員
兵
力
な
ど
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
の
戦
争
　
た
〔
註
②
〕
。
こ
の
総
力
戦
概
念
を
日
本
に
お
い
て
最
も
普
及
さ
せ
た

と
比
較
し
得
な
い
ほ
ど
大
規
模
で
あ
り
、
時
間
的
に
も
長
時
間
を
要
し
　
の
は
ド
イ
ツ
の
将
軍
工
…
リ
ッ
ヒ
・
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
が
一
九
三
五
年

た

こ
と
か
ら
、
こ
の
戦
争
が
国
家
の
総
力
を
結
集
し
て
の
闘
い
で
あ
る
　
に
刊
行
し
、
間
野
俊
夫
が
一
九
三
八
年
に
翻
訳
出
版
し
た
『
国
家
総
力

と
の
認
識
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
‘
国
家
総
力
戦
，
戦
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

な
る
概
念
で
後
に
定
式
化
さ
れ
る
に
い
た
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
第
一
次
世
界
大
戦
に
具
現
し
た
戦
闘
形
式
、
戦
争
形
態
の

　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

変
化
に
対
し
、
欧
州
戦
場
で
の
戦
闘
に
直
接
参
加
し
な
か
っ
た
日
本
で
　
の
構
成
お
よ
び
業
務
内
容
に
焦
点
を
あ
て
て
紹
介
し
、
そ
の
役
割
の
評

は
、
参
戦
諸
国
と
異
な
り
総
力
戦
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
価
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
調

そ

れ

よ
り
も
大
戦
の
教
訓
か
ら
来
た
る
べ
き
将
来
の
戦
争
が
総
力
戦
と
　
査
委
員
会
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
調
査
委
員
会
が
ま
と
め

し
て
戦
わ
れ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
と
り
あ
え
ず
大
戦
の
研
究
調
査
の
　
た
『
国
家
総
動
員
に
関
す
る
意
見
』
（
一
九
二
〇
年
五
月
）
が
日
本
の

作
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
研
究
調
査
の
必
要
性
を
　
国
家
総
動
員
体
制
の
青
写
真
と
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
検
討
の
み
に
集

認
識
す

る
う
え
で
は
、
大
戦
に
対
す
る
政
府
関
係
者
、
特
に
軍
指
導
者
　
中
さ
れ
、
調
査
委
員
会
そ
の
も
の
の
実
態
の
分
析
は
不
充
分
で
あ
っ
た

の

強
い
関
心
と
同
時
に
日
本
の
国
情
へ
の
深
刻
な
危
機
感
が
存
在
し
て
　
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
一
次
大
戦
の
研
究
調
査
機
関
と
し
て
陸
軍
省

い

た
。
そ
れ
は
大
戦
の
教
訓
か
ら
軍
関
係
者
の
見
解
に
多
く
み
ら
れ
る
　
内
に
お
い
て
も
特
に
工
業
動
員
関
係
の
研
究
調
査
を
中
心
に
行
な
い
、

よ
う
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
需
工
業
動
員
法
の
制
定
（
一
九
一
八
年
）
に
関
与
し
た
陸
軍
省
兵
器

　
た

と
え
ば
陸
軍
歩
兵
少
佐
で
あ
っ
た
上
村
良
助
は
、
　
「
い
か
に
戦
線
　
局
、
総
力
戦
段
階
に
必
要
な
資
源
の
供
給
確
保
に
最
も
関
心
を
払
っ
た

に

精
鋭
な
る
軍
隊
が
配
列
せ
ら
る
る
に
せ
よ
、
工
業
動
員
が
完
全
に
行
　
参
謀
本
部
第
二
部
兵
要
地
誌
班
な
ど
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
二

な
わ
れ
て
、
武
器
弾
薬
其
他
兵
器
が
、
遺
憾
な
く
補
給
せ
ら
れ
な
か
っ
　
つ
の
機
関
は
従
来
の
業
務
の
延
長
と
し
て
研
究
調
査
を
進
め
た
も
の
で

た

ら
、
充
分
の
活
動
は
覚
束
な
い
の
で
あ
る
」
〔
註
③
〕
と
し
て
早
く
　
あ
り
、
そ
の
業
務
内
容
も
調
査
委
員
会
ほ
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
も
の
で

も
工
業
動
員
の
必
要
性
を
論
じ
、
さ
ら
に
「
欧
洲
大
戦
の
状
況
に
依
る
　
は
な
か
っ
た
。

に
一
国
の
兵
器
弾
薬
供
給
が
戦
争
の
勝
敗
を
決
す
る
に
重
要
問
題
の
一

と
な
る
こ
と
は
最
早
世
間
周
知
の
事
柄
と
な
り
、
然
る
に
此
の
問
題
の
　
註
①
　
木
下
半
治
『
戦
争
と
政
治
』
　
（
一
九
四
二
年
）
、
九
六
～
九
七
頁
。

中
心
的
は
ま
た
原
料
の
多
寡
及
其
の
補
給
の
難
易
に
あ
る
か
の
感
あ
堕
　
②
同
右
。

〔
註
④
〕
と
述
べ
、
戦
略
資
源
の
備
蓄
と
補
給
体
制
の
確
立
を
論
じ
て
　
　
③
　
「
欧
州
戦
争
と
工
業
動
員
」
『
欧
州
戦
争
実
記
』
七
五
号
．
一
九
一
六
年

い

る
。
ま
た
、
陸
軍
少
将
津
野
一
輔
は
大
戦
に
出
現
し
た
火
力
重
視
の
　
　
　
　
九
月
二
五
日
号
。

戦

闘
形
式
か
ら
軍
の
再
編
制
を
国
情
に
合
せ
て
検
討
す
べ
き
こ
と
を
説
④
「
交
戦
諸
国
の
原
料
問
題
」
同
右
、
八
四
号
二
九
一
六
年
＝
百
二
五

い
て

い

る
〔
註
⑤
〕
。
こ
う
し
た
な
か
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
参
戦
諸
国
の
　
　
　
　
日
号
。

戦
時
体
制
を
研
究
調
査
し
、
総
力
戦
に
対
応
す
る
国
内
の
動
員
方
法
と
⑤
「
欧
州
大
戦
の
教
訓
に
就
て
」
『
僧
行
社
記
事
』
五
二
九
号
．
一
九
一
八

そ

の

実
態
に
つ
い
て
の
把
握
を
目
的
と
し
た
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
が
、
　
　
　
年
八
月
号
。

一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
＝
’
月
二
七
日
に
陸
軍
省
内
に
設
置
さ
れ
　
　
　
　
そ
の
他
欧
州
大
戦
に
関
す
る
記
事
、
出
版
物
は
相
当
数
み
ら
れ
る
が
単
行

だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
の
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。
大
日
本
文
明
協
会
編
『
欧
州
大
戦

　

本
稿
は
こ
の
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
（
以
下
調
査
委
員
会
と
略
す
）
　
　
　
　
の
経
験
』
　
（
一
九
一
六
年
）
、
楠
瀬
幸
彦
『
国
民
皆
兵
主
義
』
　
（
同
）
、



　
　
　
山
口
圭
蔵
『
欧
州
大
戦
と
日
本
の
将
来
』
　
（
、
九
」
七
年
）
、
三
宅
覚
太
　
第
五
條
　
判
任
文
官
及
雇
員
等
ハ
上
官
ノ
指
示
ヲ
承
ケ
分
担
業
務
二

　
　

郎
『
欧
州
戦
争
目
録
評
伝
』
全
三
巻
（
「
九
「
四
～
五
年
）
、
佐
藤
鋼
次
　
　
　
服
ス
ヘ
シ

　
　

郎

『
国
民
的
戦
争
と
国
家
総
動
員
』
（
一
九
一
八
年
）
、
同
『
国
防
上
の
　
第
六
條
　
事
務
二
於
テ
時
々
委
員
ノ
会
議
ヲ
開
ク
其
ノ
時
刻
ハ
委
員

　
　

社
会

問
題
』
　
（
一
九
二
〇
年
）
、
竹
島
藤
次
邸
『
交
戦
諸
国
内
の
状
況
に
　
　
長
随
時
之
ヲ
定
ム

　
　

就

て
』
（
一
九
一
八
年
）
、
大
庭
久
吉
『
国
防
争
議
評
論
』
（
同
）
、
田
　
第
七
條
　
課
長
二
於
テ
委
員
長
ノ
認
印
ヲ
要
ス
ル
書
類
ハ
随
時
之
ヲ

　
　

中
義
一
『
国
民
指
導
の
方
針
』
（
同
）
、
横
山
雄
偉
『
世
界
戦
争
に
現
わ
　
　
呈
出
ス
ヘ
シ
但
シ
其
ノ
課
長
ノ
連
帯
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
主
任
課
長

　
　

れ
た

る
日
本
陸
軍
首
悩
者
の
無
能
力
』
（
一
九
一
九
年
）
、
河
村
恭
輔
『
帝
　
　
　
ハ
他
ノ
課
長
ノ
連
帯
ヲ
終
リ
タ
ル
後
委
員
長
ノ
認
印
ヲ
受
ク
ヘ
シ

　
　

国
陸
軍
の
概
要
並
欧
州
戦
争
の
経
過
』
（
皿
九
一
八
年
）
、
二
宮
重
治
『
欧
　
　
第
八
條
　
幹
事
ハ
文
書
係
ヨ
リ
文
書
ヲ
受
領
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
レ
カ

　
　

州
戦
と
列
強
の
青
年
』
　
（
同
）
、
田
中
義
一
『
欧
州
大
戦
の
教
訓
と
青
年
　
　
指
定
ヲ
為
シ
関
係
委
員
二
回
覧
セ
シ
ム
ヘ
シ
要
ス
レ
ハ
直
二
委
員

　
　

指
導
』
（
同
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
二
呈
出
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
九
條

　
書
類
中
他
二
発
送
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
主
任
委
員
之
ヲ
幹
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

送

附
ス
ヘ
シ
幹
事
ハ
前
項
書
類
ノ
送
附
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
直

　
　
　
二
　
処
務
規
程
、
業
務
分
担
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
発
送
ノ
手
続
ヲ
為
ス
ヘ
シ

　
調

査
委
員
会
は
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
一
二
月
二
七
日
、
陸
　
　
第
十
條
　
文
書
係
ハ
書
類
ノ
受
付
及
発
送
二
任
シ
其
ノ
受
付
ケ
タ
ル

軍

省
内
に
設
置
さ
れ
た
〔
註
①
〕
。
初
代
委
員
長
は
陸
軍
少
将
管
野
尚
　
　
　
文
書
ハ
之
ヲ
分
類
シ
陸
軍
省
処
務
規
定
第
三
章
二
準
シ
取
扱
ヒ
親

一
で

あ
る
。
翌
年
一
月
四
日
に
以
下
の
通
り
の
調
査
委
員
会
処
務
規
定
　
　
　
展
書
ハ
幹
事
二
呈
出
シ
又
幹
事
ヨ
リ
発
送
ヲ
要
ス
ル
書
類
ヲ
受
領

が

制
定
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
帳
簿
二
記
入
シ
指
定
ノ
処
二
発
送
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

普
通
私
信
郵
便
物
ヲ
官
房
ヨ
リ
受
領
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
直
二
之
ヲ

　
　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
処
務
規
定
〔
註
②
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
人
二
配
付
シ
帳
簿
二
記
入
ス
ル
ヲ
要
セ
ス

　
第
一
條
臨
時
軍
事
調
査
委
員
ノ
執
務
二
関
シ
テ
ハ
陸
軍
省
処
務
規
　
第
十
一
條
幹
事
ハ
委
員
長
宛
（
課
長
宛
ノ
モ
ノ
ヲ
含
ム
）
ヲ
開
封

　
　
定
二
依
ル
外
本
規
定
二
依
ル
ヘ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
陸
軍
省
処
務
規
定
第
二
十
條
ノ
手
続
ヲ
為
シ
主
任
委
員
二
移
ス

　
第

二
條

　
各
委
員
ノ
業
務
担
任
二
関
シ
テ
ハ
別
二
規
定
ス
　
　
　
　
　
　
但
シ
人
事
二
関
ス
ル
親
展
書
ハ
封
ノ
儘
委
員
長
二
呈
出
ス
ヘ
シ

　
第
三

條
　
委
員
長
ハ
課
長
二
課
長
ハ
部
下
課
員
二
業
務
ノ
分
担
ヲ
命
　
　
第
十
二
条
　
委
員
長
ノ
名
ヲ
以
テ
ス
ル
発
送
書
類
ハ
凡
テ
幹
事
二
於

　
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

発
送

ノ
手
続
ヲ
為
シ
案
紙
ハ
委
員
長
室
二
保
管
シ
置
ク
ヘ
シ

　
第
四
條

　
幹
事
ハ
委
員
室
二
於
ケ
ル
庶
務
二
服
シ
委
員
長
及
委
員
ノ
　
　
第
十
三
條
　
省
内
会
報
ハ
幹
事
ノ
担
任
ト
シ
其
ノ
事
項
ヲ
会
報
録
二

　
　
職

印
ヲ
保
管
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
載
シ
委
員
長
又
委
員
ノ
閲
覧
二
供
シ
判
任
官
以
下
ニ
ハ
其
ノ
必

　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

　
要
ナ

ル
事
項

ヲ
達
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
業
務
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
次

　
　
命

令
諸
達
ハ
将
校
二
原
本
二
依
リ
判
任
官
以
下
ニ
ハ
前
項
二
準
　
の
通
り
で
あ
る
〔
註
③
〕
。

　
シ
之
ヲ
達
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
［
班
（
建
軍
及
編
制
・
制
度
）
　
建
軍
及
編
成
“
平
時
兵
力
二
対

第

十
四

條

　
発

送
ス
ヘ
キ
文
書
ハ
判
任
官
又
ハ
雇
員
二
於
テ
浄
書
校
　
ス
ル
戦
時
兵
力
ノ
膨
張
率
拉
人
ロ
ニ
対
ス
ル
兵
員
ノ
比
率
大
兵
団
ノ
統

　
合
セ

シ

メ
幹
事
之
ヲ
胎
検
ノ
上
発
送
ノ
手
続
ヲ
為
ス
ヘ
シ
　
　
　
　
帥
二
於
ケ
ル
兵
力
区
分
　
高
等
司
令
部
ノ
編
制
　
戦
略
、
戦
術
、
戦
闘

第
十
五
條
　
機
密
、
機
密
図
書
籍
ノ
鍵
箱
ハ
退
庁
ノ
際
幹
事
之
ヲ
　
各
単
位
ノ
編
成
　
歩
兵
二
属
ス
ル
機
関
銃
隊
ノ
編
成
及
歩
兵
ノ
兵
数
ト

　
閉
鎖
シ
高
等
官
宿
直
二
預
ケ
其
ノ
鍵
ハ
自
ラ
保
管
ス
ヘ
シ
　
　
　
　
機
関
銃
数
ト
ノ
関
係
　
自
転
車
隊
ノ
編
制
拉
配
置
　
戦
略
単
位
数
ト
騎

第
十
六
條
　
幹
事
ハ
事
務
上
二
関
シ
規
定
シ
若
ハ
決
議
シ
タ
ル
事
項
　
兵
師
、
旅
団
数
ト
ノ
関
係
　
騎
兵
師
、
旅
団
ノ
編
制
特
二
此
ノ
単
位
内

　
ヲ
決
議
録
二
記
載
シ
執
務
者
ノ
便
二
供
ス
ヘ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
於
ケ
ル
騎
兵
ノ
兵
数
ト
砲
数
ト
ノ
関
係
　
師
団
以
上
ノ
大
単
位
内
二

第

十
七
條

　
幹
事
ハ
陸
軍
省
処
務
規
定
策
等
八
十
九
條
判
任
文
官
以
　
於
ケ
ル
各
種
砲
兵
配
合
ノ
比
率
拉
歩
兵
ノ
兵
数
ト
砲
数
ト
ノ
関
係
　
各

　
下
採

用
ノ
手
続
ヲ
施
行
ス
ル
場
合
ニ
ハ
豫
メ
委
員
長
ノ
許
可
ヲ
受
　
種
砲
兵
隊
ノ
編
制
蛇
砲
兵
自
衛
上
兵
器
　
飛
行
機
射
撃
砲
兵
隊
ノ
編
制

　

ク
ヘ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拉
配
置
　
各
種
迫
撃
隊
ノ
編
制
配
置

第
十
八
條
　
判
任
官
以
下
出
勤
セ
ハ
各
自
出
勤
簿
二
捺
印
ス
ヘ
シ
　
　
　
制
度
1
1
最
高
統
帥
機
関
蛇
此
ノ
機
関
ト
ノ
関
係
　
大
本
営
若
ハ
総
軍

第
十
九
條

　
幹
事
ハ
判
任
官
以
下
ノ
考
科
ヲ
調
査
シ
毎
年
五
月
五
日
　
司
令
部
ト
陸
軍
省
ト
ノ
業
務
上
連
繋
　
野
戦
軍
二
於
ケ
ル
憲
兵
ノ
配
属

　
及

十
一
月
五
日
迫
二
委
員
長
二
呈
出
シ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
後
毎
年
　
及
其
ノ
勤
務
　
各
同
盟
国
の
作
戦
、
外
交
、
経
済
、
軍
需
品
調
達
等
ノ

　
五

月
十
日
及
十
一
月
十
日
追
二
大
臣
二
上
申
ス
ヘ
シ
　
　
　
　
　
為
為
セ
シ
特
別
ノ
規
約
若
ハ
処
置
同
盟
国
内
二
作
戦
ス
ル
場
合
二

第
二
十
條

　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
室
二
於
テ
使
用
ス
ル
案
紙
ハ
半
紙
　
於
テ
其
ノ
他
ノ
官
民
二
対
シ
特
別
二
為
セ
シ
処
置
若
ク
ハ
軍
隊
ト
シ
テ

　
判
ト
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
注
意
事
項
　
国
際
公
法
（
主
ト
シ
テ
陸
戦
ノ
部
）
尊
重
ノ
程
度
及
之

第

二

十
】
條
給
仕
及
臨
時
傭
入
ノ
取
締
ハ
幹
事
之
二
任
ス
ヘ
シ
　
　
ニ
関
シ
発
生
シ
タ
ル
重
大
ナ
ル
諸
問
題
　
占
領
地
行
政
　
戒
厳
令
ノ
概

第
二
十
二
條

　
判
任
官
若
ハ
雇
員
一
名
ノ
当
直
ヲ
置
ク
当
直
ハ
委
員
　
要
　
戒
厳
ノ
実
施
及
其
効
果
　
内
地
二
通
用
ス
ヘ
キ
徴
発
令
　
正
貸
、

　
長

以
下
退
庁
後
各
室
ヲ
巡
視
シ
室
内
ノ
整
頓
特
二
火
気
二
注
意
シ
　
運
用
機
材
拉
之
力
原
料
等
ノ
国
外
二
流
出
ス
ル
ヲ
防
ク
為
ノ
取
締
法

　
異

状
ナ

キ
ヲ
確
メ
タ
ル
後
退
庁
ス
ヘ
シ
此
ノ
場
合
若
シ
異
状
ア
レ
　
軍
機
保
護
法
　
新
聞
雑
誌
其
ノ
他
刊
行
物
ノ
取
締
法
　
敵
ノ
間
諜
行
為

　
ハ
直
二
高
等
官
宿
直
二
報
告
ス
ヘ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
防
ク
為
ノ
法
規
敵
国
民
及
本
人
若
ハ
其
ノ
父
母
等
ノ
曾
テ
敵
国
民

附
則
　
本
規
定
ハ
大
正
五
年
一
月
四
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
　
　
　
　
タ
リ
シ
コ
ト
ァ
ル
者
ノ
取
締
法
　
俘
慮
ノ
取
扱
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
班
（
動
員
及
補
充
・
教
育
）
　
動
員
及
補
充
1
1
動
員
実
施
ノ
概

調
査
委
員
会
の
業
務
は
、
右
の
処
規
定
第
二
條
に
よ
っ
て
八
班
に
区
　
要
　
応
急
準
備
卜
動
員
ト
ノ
関
係
　
動
員
ト
作
戦
輸
送
ト
ノ
関
係
　
動



員
計
画
上
既
設
教
育
得
員
ト
動
員
ト
ノ
関
係
　
最
．
初
ノ
動
員
ニ
テ
作
リ
　
か
ら
の
大
戦
に
関
す
る
広
範
囲
に
わ
た
る
資
料
収
集
と
、
こ
れ
を
基
に

タ
ル
各
役
種
部
隊
ノ
種
類
、
隊
数
及
作
戦
上
此
ノ
部
隊
ノ
用
途
又
為
シ
　
し
た
報
告
集
『
海
外
差
遣
者
報
告
』
の
発
行
が
あ
る
。

得
レ
ハ
其
戦
闘
能
力
　
開
戦
後
兵
力
増
加
ノ
為
二
採
リ
シ
処
置
　
全
国
　
　
こ
の
第
一
号
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
　
一
二
月
二
〇
日
に
『
海

動
員
ノ
概
要
　
教
育
目
戦
時
教
育
ノ
為
特
二
設
ヶ
タ
ル
制
度
　
戦
時
内
　
外
差
遣
者
報
告
臨
時
第
一
号
』
と
し
て
発
行
さ
れ
、
以
後
確
認
で
き
た

地
二
於
ケ
ル
教
育
上
ノ
連
繋
　
開
戦
前
二
於
ケ
ル
在
郷
軍
人
ノ
教
育
特
　
も
の
と
し
て
第
二
号
（
一
九
　
九
年
一
月
七
日
）
、
第
三
号
（
不
明
）
、

二
在

郷
軍
人
会
ノ
情
況
拉
之
力
本
戦
役
二
於
テ
現
ハ
レ
タ
ル
効
果
ノ
参
第
四
号
（
同
年
二
月
二
五
日
）
、
第
五
号
（
同
年
三
月
三
日
）
、
第
六

考
平
戦
両
時
ノ
国
民
教
育
拉
国
民
教
育
ト
軍
隊
教
育
ト
ノ
連
繋
少
号
（
同
年
三
月
二
〇
日
）
、
第
七
号
（
同
年
四
月
一
〇
日
）
、
第
八
号

年
義

勇
団
ノ
状
況
特
二
本
戦
役
二
於
ケ
ル
少
年
義
勇
団
ノ
功
績
　
　
　
　
（
同
年
五
月
｝
日
）
、
第
九
号
（
同
年
五
月
一
〇
日
）
、
第
一
〇
号
（
同

　
第

三
班

（金

銭
・
被
服
・
糧
秣
・
建
築
）
　
金
銭
”
戦
費
予
算
編
成
　
年
五
月
一
七
日
）
、
第
一
一
号
（
同
年
五
月
二
四
日
）
、
第
一
二
号
（
同

ノ
方
法
特
二
平
時
予
算
編
成
方
法
ト
異
ナ
ル
諸
点
　
　
　
　
　
　
　
　
年
五
月
二
四
日
）
、
第
…
三
号
（
同
年
五
月
二
八
日
）
、
第
一
四
号
（
同

　
第
四

班

（
衛
生

・

軍
馬

衛

生
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
六
月
五
日
）
、
第
一
五
号
（
不
明
）
、
第
一
六
号
（
不
明
）
、
第
一

　
第

五
班

（
外

交
・
戦
略
戦
術
・
歩
兵
・
騎
馬
・
砲
兵
・
工
兵
・
轄
重
　
七
号
（
同
年
七
月
二
三
日
）
が
あ
る
。
各
号
は
第
一
、
二
号
が
三
一
〇

兵
）
　
外
交
1
1
軍
事
ト
外
交
ト
ノ
関
係
　
政
略
ト
ノ
関
係
　
戦
略
戦
術
　
部
、
第
三
号
以
下
が
三
〇
〇
部
印
刷
さ
れ
、
い
ず
れ
も
二
九
〇
部
前
後

1
1
一
般
二
於
テ
　
軍
ノ
統
帥
二
就
テ
　
軍
ノ
集
中
、
開
進
掩
護
　
捜
索
　
各
方
面
に
配
布
さ
れ
、
そ
の
う
ち
二
五
部
が
調
査
委
員
の
割
当
部
数
と

　
偵
察
　
新
兵
器
ノ
戦
術
的
用
法
及
之
二
対
ス
ル
戦
闘
法
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
い
る
。

　
第
六
班

（
兵

姑
・
築
城
・
運
輸
及
交
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
講
演
会
の
開
催
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
　
「
今
次
ノ
大
戦
乱
ハ
各
国

　
第
七
班

（兵

器
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
二
一
大
覚
醒
ノ
機
運
ヲ
齎
ラ
シ
殊
二
交
戦
各
国
ノ
国
民
思
想
二
著
シ

　
第
八
班

（
器

材
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
変
化
ヲ
来
シ
其
ノ
一
端
ハ
各
方
面
二
発
露
シ
ツ
ツ
ァ
リ
」
〔
註
①
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
、
軍
関
係
者
や
国
民
一
般
の
軍
事
知
識
の
増
進

註
①
　
「
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
事
務
所
開
設
ノ
件
」
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
　
　
を
図
る
目
的
で
陸
軍
部
内
、
地
方
の
学
校
や
団
体
な
ど
で
講
演
会
が
行

　
　
　
戦
史
室
所
蔵

『
欧
受
大

日
記
』
大
正
五
年
一
月
。
　
　
　
　
　
　
な
わ
れ
た
。
そ
の
回
数
は
、
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
の
一
年

　
②

「
臨

時
軍
時
調
査
委
員
会
処
務
規
定
制
定
ノ
件
」
同
大
正
五
年
三
月
。
余
の
期
間
中
に
陸
軍
部
内
で
二
八
回
、
部
外
で
三
四
回
の
計
六
二
回
の

　
③

「
臨
時
軍
事
調
査
委
員
業
務
担
任
区
分
表
」
同
大
正
五
年
五
月
。
　
多
き
を
教
え
る
。
講
演
に
お
い
て
最
も
重
点
を
置
い
た
テ
…
マ
は
、
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
教
育
と
国
民
皆
兵
思
想
の
普
及
で
あ
っ
た
。

　
　
　
三
　
業
務
内
容
1
『
月
報
』
を
中
心
に
し
て
ー
　
　
　
　
　
　
こ
の
他
に
も
図
書
、
資
料
の
収
集
も
積
極
的
に
行
な
わ
れ
た
が
、
調

　
調

査
委
員
会
の
業
務
内
容
に
は
、
ま
ず
海
外
派
遣
者
（
特
に
欧
州
）
　
査
委
員
会
の
最
大
の
業
務
は
『
臨
時
調
査
委
員
月
報
』
の
発
刊
で
あ
り
、

　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

調

査
委
員
会
が
行
な
っ
た
種
々
の
研
究
調
査
の
成
果
は
す
べ
て
こ
こ
に
　
一
〇
日
）
、
第
五
〇
号
（
同
年
五
月
二
〇
日
）
、
第
五
一
号
（
同
年
七

収

録
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
一
二
日
）
、
第
五
二
号
（
同
年
八
月
四
日
）
、
第
五
三
号
（
同
年
一

　
『
月
報
』
の
第
一
号
は
一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
三
月
一
日
に
発
　
○
月
）
、
第
五
四
号
（
不
明
）
、
第
五
五
号
（
同
年
一
一
月
一
九
日
）
、

行
さ
れ
、
以
後
確
認
で
き
た
も
の
と
し
て
は
第
二
号
（
同
年
四
月
一
日
）
、
第
五
六
号
（
一
九
二
〇
年
二
月
一
四
日
）
、
第
五
七
号
（
同
年
三
月
二

第
三
号

（
同
年
五
月
一
日
）
、
第
四
号
（
同
年
六
月
一
日
）
、
第
五
号
　
五
日
）
、
第
五
八
号
・
第
五
九
号
（
同
年
五
月
二
八
日
）
、
第
六
〇
号

（
同
年
七
月
一
日
）
、
第
六
号
（
同
年
七
月
二
〇
日
）
、
第
七
号
（
同
　
　
（
同
年
八
月
三
日
）
、
第
六
一
号
（
同
年
九
月
一
日
）
、
第
六
二
号
～

年
八

月
一
〇
日
）
、
第
八
号
（
同
年
九
月
一
日
）
、
第
九
号
（
同
年
九
　
第
六
四
号
（
不
明
）
、
第
六
五
号
（
一
九
二
二
年
四
月
一
四
日
）
、
第

月
一
〇
日
）
、
第
一
〇
号
（
同
年
一
〇
月
一
〇
日
）
、
第
一
一
号
（
同
　
六
六
号
（
同
年
九
月
）
、
第
六
七
号
（
同
年
一
〇
月
一
一
日
）
、
第
六

年
一
一
月
一
日
）
、
第
一
二
号
（
同
年
一
二
月
一
日
）
、
第
一
三
号
（
一
　
八
号
（
不
明
）
、
第
六
九
号
（
同
年
一
二
月
三
日
）
が
あ
る
。
尚
、
『
月

九
一
七
年
一
月
四
日
）
、
第
一
四
号
（
不
明
）
、
第
一
五
号
（
同
年
二
　
報
』
の
発
行
部
数
は
第
一
号
か
ら
四
号
ま
で
が
五
六
〇
部
～
六
八
五
部
、

月
一
〇
日
）
、
第
＝
ハ
号
（
同
年
三
月
一
日
）
、
第
一
七
号
（
同
年
四
　
第
五
号
～
第
一
四
号
が
七
〇
〇
部
、
第
一
五
号
～
第
二
二
号
が
七
二
〇

月
一
日
）
、
年
一
八
号
（
同
年
五
月
一
日
）
、
第
一
九
号
（
同
年
五
月
　
部
、
第
二
三
号
～
第
三
五
号
が
七
三
〇
部
、
第
三
六
号
が
六
六
〇
部
、

二
〇

日
）
、
第
二
〇
号
（
同
年
六
月
五
日
）
、
第
二
一
号
（
七
月
二
日
）
、
第
三
七
号
以
降
で
は
九
〇
〇
部
か
ら
九
八
〇
部
で
あ
っ
た
。

第
二
二
号

（
同
年
八
月
一
日
）
、
第
二
三
号
（
同
年
九
月
一
日
）
、
第
　
　
次
に
『
月
報
』
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
、
各
号
と
も
調
査
委
員
会
各

二
四
号

（
同
年
一
〇
月
一
日
）
、
第
二
五
号
（
同
年
一
一
月
一
日
）
、
　
班
の
研
究
成
果
が
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
て
い
る
〔
註
②
〕
。
た
と
え
ば

第

二
六
号

（
同
年
一
二
月
一
日
）
、
第
二
七
号
（
一
九
一
八
年
一
月
四
　
第
一
班
は
、
　
「
軍
令
及
軍
政
機
関
」
　
「
交
戦
諸
国
野
戦
軍
ノ
編
制
」

日
）
、
第
二
八
号
（
同
年
二
月
一
五
日
）
、
第
二
九
号
（
同
年
三
月
一
　
「
野
戦
軍
高
等
司
令
部
及
其
ノ
隷
属
機
関
ノ
勤
務
」
の
テ
ー
マ
で
種
々

日
）
、
第
三
〇
号
（
同
年
三
月
二
〇
日
）
、
第
三
一
号
（
同
年
四
月
一
　
の
報
告
を
発
表
し
て
い
る
。
以
下
第
二
班
は
、
　
「
動
員
　
補
充
　
復
員
」

日
）
、
第
三
二
号
（
同
年
四
月
二
〇
日
）
、
第
三
三
号
（
同
年
五
月
一
　
「
国
家
総
動
員
」
　
「
工
業
動
員
」
　
「
教
育
之
部
」
、
第
三
班
は
「
経
理

日
）
、
第
三
四
号
（
同
年
六
月
一
日
）
、
第
三
五
号
（
同
年
七
月
一
日
）
、
之
部
」
、
第
四
班
は
「
衛
生
之
部
（
人
、
動
物
）
」
、
第
五
班
は
「
戦

第
三
六
号

（
同
年
八
月
一
日
）
、
第
三
七
号
（
同
年
九
月
一
日
）
、
第
　
術
之
部
（
原
則
、
教
令
、
戦
史
、
特
殊
兵
器
ノ
用
法
、
騎
馬
戦
術

三
八
号

（
同
年
一
〇
月
一
日
）
、
第
三
九
号
（
同
年
一
一
月
一
日
）
、
　
兵
戦
術
）
」
、
第
六
班
は
、
　
「
戦
術
之
部
（
築
城
及
抗
道
、
運
輸
交
通
、

第
四

〇
号
（
同
年
一
二
月
一
日
）
、
第
四
一
・
四
二
号
（
同
年
一
二
月
　
輔
重
・
兵
姑
及
補
給
、
自
動
車
）
」
、
第
七
班
は
「
兵
器
之
部
（
鉄
砲
、

一
〇
日
）
、
第
四
三
・
四
四
・
四
五
号
（
一
九
一
九
年
一
月
四
日
・
一
　
弾
薬
、
信
管
、
射
撃
、
特
種
兵
器
）
」
、
第
八
班
は
「
兵
器
之
部
（
器

0
日
）
、
第
四
六
号
（
同
年
’
月
二
〇
日
）
、
第
四
七
号
（
同
年
三
月
　
材
）
」
、
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
る
。

ノ

日
）
、
第
四
八
号
（
同
年
三
月
’
五
日
）
、
第
四
九
号
（
同
年
四
月
　
　
以
下
『
月
報
』
第
一
号
か
ら
第
六
九
号
に
掲
載
発
表
さ
れ
た
記
事
の



タ
イ
ト
ル
を
以
上
の
テ
ー
マ
別
に
分
類
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
情
報
及
連
絡
勤
務
（
六
九
）
　
空
中
写
真
見
解
ノ
参
考
（
六
九
）

（

）
内
は
掲
載
さ
れ
た
号
数
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
動
員
　
補
充
　
復
員
」
1
1
千
九
百
十
四
年
二
於
ケ
ル
独
軍
ノ
動
員

　

「
軍
令
及
軍
政
機
関
」
”
英
国
陸
海
軍
ノ
統
帥
権
（
一
）
　
交
戦
諸
　
　
（
二
）
　
独
、
仏
、
英
、
露
軍
将
校
補
充
二
就
テ
（
五
）
　
千
九
百
十

国
軍
ノ
最
高
統
帥
編
（
一
一
二
）
　
連
合
国
最
高
軍
事
会
議
（
四
九
）
　
　
四
年
二
於
ケ
ル
仏
軍
ノ
動
員
（
六
）
　
仏
、
独
、
懊
三
国
兵
員
補
充
二

普
王
国
戦
時
陸
軍
省
編
制
（
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
就
テ
（
七
）
　
開
戦
後
独
逸
皇
帝
ノ
発
シ
タ
ル
特
赦
令
ト
兵
員
増
加
ノ

　

「
交
戦
諸

国
野
戦
軍
ノ
編
制
」
月
欧
州
交
戦
国
軍
統
帥
上
二
於
ケ
ル
　
関
係
（
九
）
　
開
戦
直
前
、
直
後
二
於
ケ
ル
交
戦
諸
国
ノ
法
規
（
一
八
）

大
軍
区

分

ノ
概
況
（
四
）
　
交
戦
各
国
軍
大
単
位
ノ
編
制
〔
其
一
〕
（
二
　
独
、
英
、
仏
国
ノ
国
民
動
員
（
二
〇
）
　
兵
員
損
耗
率
二
対
ス
ル
統
計

三
）
　
同
〔
其
二
〕
（
二
六
）
　
交
戦
各
国
軍
軍
団
及
師
団
ノ
編
制
〔
　
的
観
察
（
一
一
二
）
　
兵
員
資
源
ノ
運
用
二
関
ス
ル
一
般
的
観
察
（
三
三
）

其
一
〕
（
一
一
＝
）
　
同
〔
其
二
〕
（
三
五
）
　
仏
、
露
、
独
軍
歩
兵
連
　
独
国
国
民
動
員
（
三
四
）
　
仏
国
国
民
動
員
（
三
六
）
　
交
戦
諸
国
兵

隊
ノ
編
成
（
一
五
）
　
仏
、
独
両
軍
歩
兵
部
隊
編
制
ノ
比
較
（
ゴ
＝
）
　
員
補
充
組
織
ノ
梗
概
（
三
六
）
　
仏
国
「
ム
ー
リ
ェ
」
法
〈
附
「
ダ
ル

交
戦
各
国
軍
歩
兵
部
隊
ノ
編
制
（
五
六
）
　
各
国
軍
機
関
銃
増
加
ノ
概
　
ビ
エ
ス
」
法
〉
（
三
七
）
　
英
国
陸
軍
動
員
ノ
梗
概
（
三
九
）

況

（
二
）
　
同
補
修
〔
其
一
〕
（
二
四
）
　
歩
兵
砲
隊
ノ
編
制
（
五
一
）
　
　
「
国
家
総
動
員
」
陛
国
家
総
動
員
二
関
ス
ル
列
強
ノ
論
議
ト
施
設
（
六

交
戦
各
国
軍
騎
兵
兵
力
及
編
成
ノ
一
般
（
六
）
　
仏
軍
騎
兵
連
隊
ノ
戦
　
二
）
　
交
戦
諸
国
ノ
新
設
シ
タ
ル
官
公
庁
〔
其
一
〕
（
一
九
）
　
同
〔
其

時
編
成
及
装
備
（
一
九
）
　
仏
軍
砲
兵
ノ
編
成
（
六
）
　
仏
軍
砲
兵
ノ
　
ニ
〕
　
（
二
一
）
米
国
国
家
総
動
員
（
二
九
）

編
成
及
露
軍
砲
兵
ノ
編
制
（
一
〇
）
　
交
戦
諸
国
軍
砲
兵
隊
ノ
編
制
及
　
　
　
「
工
業
動
員
」
陛
英
国
戦
時
兵
器
工
業
及
資
源
ノ
統
轄
概
況
〔
其
｝
）

装
備
〔
補
修
〕
（
四
四
）
　
各
交
戦
国
軍
迫
撃
砲
隊
ノ
編
制
（
二
八
）
　
　
（
；
　
　
同
〔
其
二
〕
（
四
）
　
同
〔
基
二
〕
（
五
）
　
同
〔
其
四
〕
（
七
）

交
戦
各
国
軍
工
兵
ノ
編
制
〔
其
一
〕
（
二
〇
）
　
同
〔
其
二
〕
（
二
一
）
仏
国
工
業
動
員
実
施
概
況
〔
其
一
〕
（
＝
二
）
　
同
〔
其
二
〕
（
一
四
）

大
戦

間
二
於
ケ
ル
英
軍
工
兵
業
ノ
統
轄
（
六
九
）
　
交
戦
各
国
軍
電
信
　
露
国
工
業
動
員
ノ
概
況
（
一
七
）
　
独
国
工
業
動
員
〔
其
一
〕
（
三
四
）

隊
ノ
編
制
（
一
六
）
　
各
交
戦
国
二
於
ケ
ル
航
空
兵
ノ
編
制
教
育
補
充
　
同
〔
其
二
〕
（
三
七
）
同
〔
其
三
〕
　
（
四
七
）
　
兵
器
原
料
及
材
料
ノ

〔
其
一
〕
（
一
五
）
　
同
〔
其
二
〕
（
一
七
）
　
各
交
戦
国
二
於
ケ
ル
　
欠
乏
二
対
シ
独
国
ノ
採
リ
タ
ル
補
給
策
拉
需
要
供
給
ノ
管
理
組
織
（
一
）

航

空
兵
ノ
編
制
〔
補
修
其
一
〕
（
三
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
勝
ノ
要
素
タ
ル
独
国
技
術
（
四
〇
）
　
封
鎖
中
二
於
ケ
ル
独
逸
ノ
化

　

「
野
戦
軍
高
等
司

令
部
及
其
ノ
隷
属
機
関
ノ
勤
務
」
1
1
交
戦
諸
国
戦
　
学
工
業
（
五
七
）
　
交
戦
諸
国
兵
器
行
政
機
関
ノ
組
織
及
業
務
〔
其
一
〕

時
高
等
司
令
部
勤
務
〔
其
一
〕
仏
軍
ノ
部
（
五
八
）
　
同
〔
其
二
〕
英
　
　
（
二
五
）
　
同
〔
其
二
〕
（
二
七
）
　
交
戦
諸
国
ノ
砲
弾
製
造
、
同
完

国
軍
ノ
部
（
六
二
）
　
欧
州
戦
役
二
於
ケ
ル
情
報
勤
務
ノ
概
要
〔
其
一
〕
成
及
検
査
方
式
〔
其
一
〕
（
二
一
）
　
同
〔
其
二
〕
（
二
二
）
　
同
〔
其

（
一
二
）
　
同
〔
其
二
〕
（
＝
二
）
　
同
〔
其
三
〕
（
一
四
）
　
仏
軍
　
三
〕
（
二
三
）
　
欧
州
戦
二
於
ケ
ル
弾
薬
ノ
消
費
及
準
備
く
携
行
補
給
V

二
於
ケ
ル
製
図
勤
務
ノ
梗
概
（
七
）
　
仏
軍
野
戦
憲
兵
勤
務
（
二
八
）
　
数
（
一
九
）

　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　

「
教
育
之

部
」
1
1
独
逸
青
年
団
ノ
演
習
（
二
）
　
戦
時
二
於
ケ
ル
仏
、
二
四
）
　
本
戦
役
二
於
ケ
ル
独
逸
軍
用
糧
秣
ノ
調
達
二
就
テ
（
一
〇
）

英
、
独
軍
教
育
ノ
概
況
（
三
）
　
本
戦
役
二
於
ケ
ル
各
交
戦
国
ノ
国
民
　
独
国
陸
軍
糧
秣
経
理
二
関
ス
ル
新
規
定
（
一
四
）
　
英
国
ノ
糧
秣
封
鎖

教

育
蛇
青
年
ノ
活
動
〔
其
一
〕
（
五
）
　
同
〔
其
二
〕
（
六
）
　
同
〔
其
　
ノ
独
国
民
二
及
ホ
シ
タ
ル
影
響
（
五
七
）
　
独
国
二
於
ケ
ル
農
畜
産
物

三

〕
（
八
）
　
同
〔
其
四
〕
（
一
〇
）
　
欧
州
戦
ノ
経
験
二
依
ル
新
兵
　
増
収
法
ノ
研
究
（
六
）
　
独
国
食
糧
品
ノ
供
給
二
関
ス
ル
施
設
二
就
テ

教

育
（
八
）
　
交
戦
諸
国
軍
ノ
教
育
〔
其
一
〕
仏
、
英
、
独
（
一
二
）
　
　
（
一
八
）
　
開
戦
後
独
逸
二
於
ケ
ル
人
畜
給
養
ノ
保
全
（
一
）
　
独
逸

同
〔
其
二
〕
仏
（
一
四
）
　
同
〔
其
三
〕
仏
（
一
五
）
　
同
〔
其
四
〕
　
二
於
ケ
ル
重
要
ナ
ル
戦
時
給
養
問
題
（
六
）
　
本
戦
役
二
於
ケ
ル
懊
国

英

（
一
八
）
　
仏
軍
航
空
兵
教
育
（
二
七
）
　
仏
、
露
、
懊
軍
歩
兵
補
　
国
民
給
養
施
設
ノ
概
要
（
二
一
）
　
兵
食
及
其
ノ
兵
卒
ノ
能
率
二
及
ホ

充
隊
教
育
（
三
三
）
　
交
戦
諸
国
陸
軍
二
於
ケ
ル
技
術
教
育
〔
其
一
〕
　
ス
影
響
（
六
九
）
　
欧
州
交
戦
各
国
ノ
防
寒
被
服
二
就
テ
（
＝
二
）

（
三

三
）
　
同
〔
其
二
〕
（
三
五
）
　
戦
地
二
於
ケ
ル
補
充
兵
教
育
企
二
　
欧
州
戦
役
二
於
ケ
ル
英
国
陸
軍
ノ
被
服
類
調
達
ノ
概
況
（
一
六
）
　
英

五
）
　
戦
地
二
於
ケ
ル
仏
、
独
軍
隊
ノ
訓
練
（
三
八
）
　
交
戦
各
国
社
　
国
陸
軍
ノ
被
服
二
就
テ
（
四
九
）
　
仏
国
陸
軍
ノ
戦
時
被
服
業
務
（
五

会
的
青
年
教

育
〔
補
修
其
一
〕
仏
（
三
七
）
　
同
〔
補
修
其
一
〕
米
（
五
　
七
）
　
仏
国
陸
軍
服
制
ノ
改
正
二
就
テ
（
四
〇
）
　
米
国
陸
軍
ノ
戦
時

二
）
　
戦
地
に
於
ケ
ル
仏
、
米
軍
教
育
制
度
（
六
二
）
　
戦
後
二
於
ケ
　
被
服
業
務
（
五
八
）
　
戦
時
中
伊
国
二
於
ケ
ル
軍
靴
及
皮
革
ノ
調
達
（
六

ル
英
軍
教

育
制
度
（
六
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
）
　
現
戦
役
二
於
ケ
ル
独
軍
被
服
品
調
達
機
関
二
就
テ
（
五
）
　
独

　

「
経
理
之

部
」
H
英
国
陸
軍
経
理
学
校
ノ
概
要
（
六
八
）
　
英
国
ノ
　
逸
二
於
ケ
ル
新
戦
時
服
地
、
徽
章
用
絨
ノ
供
給
條
条
及
検
査
規
則
（
一

米

国
二
於
ケ
ル
軍
需
品
調
辮
二
就
テ
（
五
二
）
　
英
国
陸
軍
ノ
物
品
使
　
七
）
　
独
国
織
物
、
皮
革
需
給
調
節
概
況
（
一
七
）
　
独
軍
被
服
経
理

用
節
約
及
廃
物
利
用
二
関
ス
ル
指
針
（
六
八
）
　
戦
役
中
英
国
陸
軍
ニ
　
ニ
関
ス
ル
新
規
定
二
就
テ
（
一
六
）
　
開
戦
以
来
独
国
被
服
工
業
ノ
趨

於
ケ

ル

廃
品
利
用
及
物
品
ノ
使
用
節
約
二
就
テ
（
五
三
）
　
米
国
ノ
陸
　
勢
（
一
七
）
　
懊
国
軍
用
被
服
品
ノ
調
達
二
就
テ
（
三
八
）
　
懊
軍
山

軍
経
理

二

就
テ
（
五
一
）
　
仏
国
戦
時
衛
生
諸
機
関
ノ
経
理
（
五
二
）
　
地
戦
二
於
ケ
ル
装
具
及
被
服
（
六
四
）
　
英
国
陸
軍
ノ
戦
時
建
築
（
二

休

戦
後
二
於
ケ
ル
独
逸
ノ
国
民
経
済
及
軍
隊
給
与
ノ
｝
般
（
五
四
）
　
　
六
）
　
英
軍
ノ
冬
営
設
備
（
六
一
）
　
米
国
陸
軍
ノ
戦
時
建
築
（
五
五
）

埃
勾
国
軍
ノ
防
寒
設
備
及
其
ノ
給
養
（
一
）
　
米
国
ノ
戦
時
軍
人
及
其
　
独
軍
野
外
二
於
ケ
ル
厩
舎
ノ
構
築
二
就
テ
（
二
〇
）
　
欧
州
大
戦
戦
費

ノ
家
族
二
対
ス
ル
特
種
ノ
給
与
（
六
二
）
　
交
戦
各
国
ノ
戦
時
恩
給
及
　
二
就
テ
（
六
六
）
　
交
戦
各
国
ノ
戦
時
税
二
就
テ
（
三
四
・
三
六
）

救
憧
（
三
五
・
五
二
・
六
二
）
　
欧
州
戦
二
於
ケ
ル
交
戦
各
国
陸
軍
ノ
　
将
来
二
於
ケ
ル
同
盟
国
間
ノ
経
済
関
係
二
就
テ
（
五
）
　
英
国
ノ
戦
費

糧
食
定
量
節
減
二
就
テ
（
五
六
）
　
英
、
仏
、
独
各
国
陸
軍
ノ
農
事
経
　
二
就
テ
（
一
三
・
二
二
）
　
本
戦
役
二
於
ケ
ル
露
国
ノ
国
民
経
済
公
二
）

営
（
六
一
）
　
交
戦
各
国
ノ
炊
嚢
車
二
就
テ
（
一
一
）
　
英
、
米
、
仏
　
開
戦
当
時
二
於
ケ
ル
波
蘭
ノ
財
政
及
経
済
（
四
）
　
独
国
第
三
回
軍
事

各
国
二
於
ケ
ル
保
熱
炊
具
（
六
〇
）
　
現
欧
州
戦
二
於
ケ
ル
英
軍
ノ
給
　
公
債
募
集
（
二
）
　
独
逸
国
二
於
ケ
ル
外
国
為
替
買
売
二
関
ス
ル
新
規

養
（
六
三
）
　
欧
州
戦
開
始
以
来
英
国
ノ
食
料
品
問
題
二
於
テ
（
一
九
・
定
二
就
テ
（
九
）
　
占
領
地
二
於
ケ
ル
独
軍
経
済
的
施
設
（
一
五
）



藝
園
こ
於
ケ
ル
経
済
的
戦
時
成
規
へ
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
其
二
〕
（
二
二
）
　
同
〔
其
三
〕
（
二
三
）
　
欧
州
戦
争
陣
地
戦
二

　

「
衛
生
之
部
」
1
1
省
略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
ケ
ル
機
関
銃
戦
術
的
用
法
ノ
梗
概
（
二
〇
）
　
西
方
戦
場
二
於
ケ
ル

　
「
戦
術

之
部
」
“
西
方
戦
場
二
於
ケ
ル
陣
地
戦
ノ
梗
概
（
一
）
　
同
　
歩
兵
機
関
銃
用
法
ノ
趨
勢
（
四
五
）
　
仏
、
独
、
伊
、
露
軍
迫
撃
砲
隊

〔
補

修
其
一
〕
（
一
七
）
　
独
軍
陣
地
戦
要
領
及
仏
軍
陣
地
戦
要
領
ト
　
ノ
戦
闘
法
（
四
三
）
　
独
軍
ノ
迫
撃
砲
二
関
ス
ル
教
令
（
五
四
）
　
独

ノ
比
較
〔
其
一
〕
（
二
五
）
　
同
〔
其
二
〕
（
二
六
）
　
最
近
二
於
ケ
　
軍
迫
撃
砲
戦
闘
教
令
（
六
三
）
　
欧
州
戦
二
於
ケ
ル
手
榴
弾
ノ
戦
術
的

ル

仏
軍
陣
地
攻
撃
要
領
（
二
三
）
　
陣
地
戦
二
於
ケ
ル
独
軍
歩
兵
防
禦
　
用
法
（
一
五
）
　
独
軍
火
烙
放
射
器
ノ
戦
術
的
用
法
（
六
四
）
　
仏
軍

戦
闘
要
領
（
三
二
）
　
同
〔
増
補
〕
（
三
七
）
　
欧
州
西
方
戦
場
対
陣
　
二
於
ケ
ル
火
焔
放
射
中
隊
ノ
使
用
法
（
六
四
）
　
空
中
防
禦
及
空
中
戦

間
二
於
ケ
ル
歩
兵
諸
勤
務
二
就
テ
（
一
一
）
　
露
軍
ノ
陣
地
攻
撃
要
領
　
闘
（
コ
ニ
）
　
仏
軍
二
於
ケ
ル
飛
行
機
隊
ノ
配
属
及
其
ノ
使
用
二
就
テ

（
一

二
）
　
露
軍
陣
地
戦
要
領
（
二
八
）
　
突
撃
〔
戦
線
将
校
ノ
経
験
　
　
（
二
）
　
仏
軍
飛
行
機
用
法
二
関
ス
ル
教
令
（
二
一
）
　
戦
闘
用
「
タ

録
〕
（
五
六
）
　
欧
州
戦
二
於
ケ
ル
歩
兵
戦
闘
動
作
ノ
概
況
（
六
）
　
陣
　
ン
ク
」
ノ
用
法
拉
之
二
関
ス
ル
雑
件
〔
其
一
〕
（
四
九
）
　
襖
軍
「
タ

地
戦
二
於
ケ
ル
独
軍
歩
兵
中
隊
ノ
指
揮
（
二
七
）
　
戦
争
ノ
化
学
的
要
　
ン
ク
」
ノ
用
法
及
戦
闘
法
（
六
六
）
　
米
国
「
タ
ン
ク
」
戦
術
抜
葦
（
六

素
（
六
八
）
　
師
団
内
二
於
ケ
ル
情
報
勤
務
二
関
ス
ル
教
令
（
五
四
）
　
六
）
　
仏
軍
「
タ
ン
ク
」
使
用
教
令
草
案
（
六
六
）
　
欧
州
戦
二
於
ケ

懊
旬
国
二
於
ケ
ル
河
川
ノ
強
行
渡
河
法
（
六
四
）
　
各
兵
科
連
絡
勤
務
　
ル
各
国
軍
ノ
特
種
自
動
車
（
二
）
　
防
楯
、
装
甲
自
動
車
及
装
甲
列

教
令
（
五
〇
）
　
西
方
戦
場
陣
地
戦
二
於
ケ
ル
独
軍
歩
兵
ノ
攻
撃
部
署
　
車
（
九
）
　
欧
州
戦
二
於
ケ
ル
装
甲
自
動
車
ノ
使
用
（
九
）
　
同
〔
補

（
一
四
）
　
塞
国
国
境
河
川
二
於
ケ
ル
独
、
填
軍
ノ
渡
河
（
一
八
）
　
　
修
其
一
〕
（
一
六
）
　
英
軍
ノ
使
用
ス
ル
近
迫
戦
用
自
動
車
二
就
テ
（
一

巴

爾
幹
半
島
二
於
ケ
ル
作
戦
経
過
ノ
概
要
（
二
）
　
　
「
カ
ル
ス
」
　
「
エ
　
一
）
　
再
ヒ
英
軍
ノ
使
用
ス
ル
近
迫
戦
用
装
甲
自
動
車
二
就
テ
（
一
四
）

ル
ゼ

ル
ム

」

間
二
於
ケ
ル
露
、
土
両
軍
初
期
ノ
作
戦
（
五
）
　
　
「
マ
ル
　
欧
州
戦
二
於
ケ
ル
騎
兵
ノ
行
動
〔
其
一
〕
（
二
）
　
同
〔
其
二
〕
（
；

ヌ
」
会
戦
中
英
、
仏
連
合
軍
ノ
左
翼
方
面
二
於
ケ
ル
第
五
軍
、
英
軍
及
　
同
〔
其
三
〕
（
五
）
　
同
〔
其
四
〕
（
七
）
　
同
〔
其
五
〕
（
一
〇
）

第
六
軍

ノ
包
囲
攻
撃
二
就
テ
（
四
）
　
仏
軍
攻
撃
第
一
線
師
団
作
戦
計
　
同
〔
其
六
〕
（
一
六
）
　
同
〔
其
七
〕
（
一
九
）
　
同
〔
其
八
〕
（
二

画
要

目
（
四
一
）
　
「
ロ
ア
イ
ー
」
ト
「
オ
ア
ー
ズ
」
河
ト
ノ
間
二
於
○
）
　
同
〔
其
九
〕
（
二
二
）
　
同
〔
其
一
〇
〕
（
二
四
）
　
欧
州
戦

ケ

ル
独
軍

防
禦
陣
地
ノ
偵
察
二
関
ス
ル
研
究
（
四
九
）
　
戦
場
徹
退
ノ
　
ニ
於
ケ
ル
騎
兵
ノ
趨
勢
〔
其
一
〕
（
一
四
）
　
同
〔
其
二
〕
（
二
七
）

際
独
軍
ノ
採
リ
タ
ル
論
計
（
五
九
）
　
千
九
百
十
七
年
「
ソ
ン
ム
」
及
　
同
〔
其
三
〕
（
三
六
）
　
会
戦
間
二
於
ケ
ル
仏
軍
騎
兵
ノ
運
用
教
令
（
四

「
エ

ー
ス
」
附
近
二
於
ケ
ル
独
軍
退
却
ノ
際
実
施
シ
タ
ル
交
通
路
破
壊
○
）
　
西
方
戦
場
陣
地
戦
二
於
ケ
ル
砲
兵
用
法
ノ
梗
概
〔
其
一
〕
（
三
）

ノ
状
況
及
之
二
対
ス
ル
仏
軍
ノ
修
理
作
業
二
関
ス
ル
研
究
（
四
九
）
　
　
同
〔
其
二
〕
（
五
）
　
同
〔
其
三
～
四
〕
（
七
～
八
）
　
同
〔
其
五
～

千
九
百
十
八
年
独
軍
攻
勢

ノ
研
究
（
四
六
）
　
「
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
」
附
一
四
〕
（
扁
○
～
一
九
）
同
〔
其
一
五
～
一
六
〕
（
二
六
～
二
七
）
仏
軍
二

近

英
、
仏
連
合
軍
ノ
敵
前
上
陸
及
敵
前
乗
船
〔
其
一
〕
（
一
九
）
　
同
　
於
ケ
ル
師
団
所
属
砲
兵
ノ
戦
闘
法
蛇
仏
軍
ト
ノ
比
較
研
究
（
三
六
）

　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

仏

軍
二
於
ケ
ル
砲
兵
ノ
為
ニ
ス
ル
空
中
観
測
機
関
ノ
使
用
法
（
三
八
）
　
小
口
径
火
砲
（
五
七
）
　
欧
州
戦
役
二
於
ケ
ル
兵
器
上
ノ
観
察
〔
野
砲
〕

千
九
百
十
七
年
四

月
「
エ
ー
ヌ
」
会
戦
二
於
ケ
ル
仏
軍
第
五
軍
砲
兵
ノ
　
　
（
六
三
）
　
欧
州
戦
争
二
於
ケ
ル
重
砲
〔
其
一
〕
（
五
）
　
同
〔
其
二
〕

戦
闘
法
（
三
二
）
　
千
九
百
十
七
年
－
七
月
仏
軍
第
一
軍
ノ
「
フ
ラ
ン
　
　
（
七
）
　
同
〔
其
三
〕
（
九
）
　
同
〔
其
四
〕
（
一
〇
）
　
同
〔
其
五
〕

ド
ル
」
攻
勢
、
十
月
仏
軍
第
六
軍
「
マ
ル
メ
ー
ゾ
ン
」
攻
勢
二
於
ケ
ル
　
（
一
二
）
　
同
〔
其
六
〕
（
一
四
）
　
同
〔
其
七
〕
（
二
三
）
　
米
国

仏
軍
砲
兵
戦
闘
法
ノ
研
究
（
四
一
）
　
戦
場
二
於
ケ
ル
露
軍
砲
兵
ノ
戦
　
三
五
珊
半
〔
一
四
吋
〕
海
岸
加
農
（
四
）
　
独
国
四
二
珊
榴
弾
砲
（
二
）

闘
法
（
四
）
　
欧
州
戦
争
二
於
ケ
ル
露
軍
砲
兵
用
法
ノ
梗
概
〔
其
一
〕
　
繊
道
砲
架
ノ
研
究
（
六
七
）
　
独
国
砲
弾
ノ
金
質
及
綱
ト
其
ノ
成
分
（
四
ワ

（
二
一
）
　
同
〔
其
二
〕
（
二
三
）
　
同
〔
其
三
〕
（
二
五
）
　
露
軍
　
交
戦
諸
国
ノ
新
弾
丸
〔
其
一
～
二
〕
（
一
一
～
一
二
）
　
射
程
増
伸
ヲ

砲
兵
戦
闘
法
二
関
ス
ル
諸
教
令
（
四
八
）
　
設
堅
陣
地
攻
撃
二
関
ス
ル
　
目
的
ト
ス
ル
砲
弾
（
五
一
）
　
独
国
野
戦
砲
兵
用
榴
弾
（
五
一
）
　
独

教
示

（
二

三
）
　
砲
兵
瓦
斯
攻
撃
教
令
（
六
四
）
　
欧
州
西
方
戦
場
二
　
軍
毒
瓦
斯
弾
（
五
二
）
　
独
軍
砲
兵
用
特
種
弾
丸
（
五
三
）
　
仏
軍
毒

於

ケ
ル
野
戦
築
城
〔
其
一
〕
（
二
）
同
〔
其
二
〕
（
四
）
　
同
〔
其
三
〕
　
瓦
斯
弾
（
五
三
）
　
欧
州
戦
二
於
ケ
ル
砲
弾
ノ
破
壊
効
力
（
二
二
）

（
六
）
　
同
〔
其
四
〕
（
一
四
）
　
欧
州
東
方
戦
場
二
於
ケ
ル
野
戦
築
　
独
軍
鋭
敏
信
管
（
五
一
）
　
独
軍
砲
兵
用
信
管
ノ
大
要
（
五
九
）
　
欧

城
〔
補
遺
〕
（
三
二
）
　
英
、
仏
軍
二
於
ケ
ル
障
碍
物
構
設
方
法
（
二
　
州
戦
二
於
ケ
ル
火
薬
、
爆
発
〔
其
一
～
三
〕
（
一
五
～
一
七
）
　
独
軍

○
）
　
英
軍
野
戦
築
城
ノ
形
式
（
五
九
）
　
千
九
百
十
七
年
末
二
於
ケ
　
砲
兵
射
撃
修
正
量
（
五
四
・
六
〇
）
　
英
軍
砲
兵
射
撃
修
正
量
（
六
一
）

ル
填
旬
国
軍
ノ
野
戦
築
城
（
六
七
）
　
独
軍
陣
地
編
制
法
ノ
概
要
（
五
　
仏
軍
二
於
ケ
ル
射
撃
修
正
量
（
六
二
）
　
独
軍
機
関
銃
間
接
射
撃
（
六

四
）
　
信
号
規
定
（
六
九
）
　
英
、
仏
軍
行
李
輔
重
ノ
概
要
（
六
五
）
　
二
）
　
軍
二
交
付
シ
タ
ル
弾
薬
ノ
試
験
射
撃
（
六
三
）
　
欧
州
戦
二
於

換
軍
輔
重
及
輻
重
隊
ノ
編
制
二
就
テ
（
六
八
）
　
埃
及
遠
征
軍
ノ
軸
重
　
ケ
ル
特
種
兵
器
〔
其
一
～
二
〕
（
一
〇
～
一
一
）
　
同
〔
其
三
〕
（
一

重

（
六
〇
）
　
仏
国
輻
重
兵
第
十
一
大
隊
史
（
六
九
）
　
英
国
ノ
兵
姑
　
八
）
　
同
〔
其
四
〕
（
二
一
）
　
同
〔
其
五
〕
（
二
五
）
　
同
〔
其
六
〕

（
三

六
）
　
伊
軍
ノ
後
方
勤
務
（
五
三
）
　
欧
州
戦
二
於
ケ
ル
米
軍
兵
　
　
（
三
八
）
　
同
〔
其
七
〕
（
四
三
）
　
圧
搾
瓦
斯
ヲ
用
ウ
ル
仏
軍
六
十

姑
線
ノ
設
定
拉
兵
姑
勤
務
ノ
組
織
（
六
四
）
　
英
軍
ノ
食
糧
秣
弾
薬
補
　
密
迫
撃
砲
（
五
五
）
　
欧
州
戦
二
於
ケ
ル
兵
器
上
ノ
観
察
〔
迫
撃
砲
〕

給

（
＝
ハ
）
　
仏
軍
ノ
糧
秣
補
給
（
三
九
）
　
仏
軍
二
於
ケ
ル
工
事
用
　
　
（
六
三
）
　
独
軍
迫
撃
砲
用
観
測
鏡
及
射
撃
板
（
六
五
）
　
欧
州
戦
二

材
料
ノ
補
給
業
務
（
五
七
）
　
独
軍
弾
薬
及
糧
食
補
給
ノ
経
路
（
六
九
）
　
於
ケ
ル
兵
器
上
ノ
観
察
〔
歩
兵
平
射
砲
〕
（
六
五
）
　
独
軍
二
於
ケ
ル

英
軍

千
九
百
十
五
年
式

「
ル

イ
ス
」
軽
機
関
銃
（
」
○
）
　
機
関
銃
ノ
　
歩
工
兵
用
郷
弾
銃
爆
弾
及
手
榴
弾
（
二
）
　
独
軍
手
榴
弾
、
銃
榴
弾
、

分

類
及
交
戦
諸
国
軽
機
関
銃
（
二
四
）
　
兵
器
上
ノ
観
察
〔
機
関
銃
〕
　
小
爆
弾
砲
用
榴
弾
（
五
三
）
　
欧
州
戦
役
二
於
ケ
ル
兵
器
上
ノ
観
察
〔

（
六

四
）
　
小
銃
用
眼
鏡
（
四
九
）
　
欧
州
戦
役
二
於
ケ
ル
兵
器
上
ノ
　
手
榴
弾
〕
（
六
五
）
　
航
空
機
射
撃
用
兵
器
及
航
空
機
射
撃
法
（
二
〇
）

観
察
〔
歩
兵
銃
〕
（
六
四
）
　
欧
州
戦
二
参
加
シ
タ
ル
最
新
式
野
砲
〔
　
空
中
射
撃
ノ
原
理
蛇
照
準
具
（
四
九
）
　
独
軍
ノ
図
形
照
星
（
六
五
）

伊
国
σ
。
o
°
二
野
砲
ソ
（
！
三
）
　
欧
州
大
戦
問
独
軍
ノ
制
定
セ
ル
屯
　
二
珊
対
飛
行
機
砲
（
五
一
）
　
独
軍
「
タ
ン
ク
」
　
（
五
一
）
　
英
、
仏
、



米
軍
「
タ
ン
ク
」
（
五
七
）
発
煙
弾
及
発
煙
器
（
六
四
）
仏
軍
二
於
ケ
ル
飛
　
＝
二
日
）
〔
七
八
九
〕
　
欧
州
交
戦
諸
国
ノ
陸
軍
二
就
テ
（
同
年
六
月

行
機

ノ
種
類
及
其
ノ
能
力
二
就
テ
（
二
）
　
仏
軍
二
於
ケ
ル
飛
行
機
ト
　
一
六
日
）
〔
一
〇
八
九
〕
　
欧
州
戦
争
二
於
ケ
ル
仏
軍
小
部
隊
ノ
指
揮

地
上

ト
ノ
連
絡
法
二
就
テ
（
三
）
　
仏
国
軍
用
飛
行
機
ノ
近
況
（
四
）
　
　
（
同
年
七
月
一
二
日
）
〔
三
三
四
〕
　
独
逸
国
二
於
ケ
ル
戦
時
ノ
国
民

仏

軍
二
於
ケ
ル
飛
行
機
用
発
動
機
ノ
現
況
（
五
）
　
独
軍
用
飛
行
機
ノ
　
栄
養
二
関
ス
ル
学
者
ノ
意
見
（
一
九
一
八
年
二
月
一
五
日
）
〔
五
一
九
〕

概

況
〔
補
修
〕
　
（
二
四
）
　
英
軍
用
飛
行
機
ノ
概
況
（
一
一
）
　
伊
軍
　
日
露
戦
争
ト
欧
州
大
戦
（
同
年
三
月
｝
○
日
）
〔
四
三
二
〕
　
欧
州
戦

用
飛
行
機
ノ
概
況
（
一
一
）
　
露
軍
用
飛
行
機
ノ
概
況
（
一
二
）
　
交
　
争
二
関
ス
ル
重
要
事
件
暦
輯
（
同
年
）
〔
七
三
四
〕
　
独
逸
国
戦
時
陸

戦
諸
国
軍
ノ
飛
行
機
〔
補
修
其
一
〕
（
一
七
）
　
同
〔
補
修
其
二
〕
（
三
　
軍
顧
問
医
制
度
（
同
年
九
月
一
日
）
〔
不
明
。
尚
、
刷
部
数
は
九
〇
〇
〕

七
）
　
交
戦
諸
国
ノ
航
空
船
〔
其
一
〕
（
一
三
）
　
同
〔
其
二
〕
　
（
一
　
陣
地
戦
二
於
ケ
ル
砲
兵
用
飛
行
機
ノ
任
務
及
用
法
二
関
ス
ル
独
軍
教
令
（
同
年

八
）
　
同
〔
其
三
〕
（
二
二
）
　
交
戦
諸
国
軍
ノ
繋
留
気
球
ノ
概
況
（
二
　
九
月
一
〇
日
）
〔
八
九
四
〕
　
欧
州
大
戦
二
関
ス
ル
講
話
集
（
同
年
一

八
）
　
軍
用
水
素
瓦
斯
発
生
装
置
（
二
二
）
　
空
中
襲
撃
拉
其
ノ
防
禦
　
一
月
一
五
日
）
〔
六
五
六
〕
　
独
逸
戦
時
法
令
（
同
年
一
一
月
二
五
日
）

二

用
ウ
ル
器
材
（
二
三
）
　
仏
軍
用
無
線
電
信
機
（
二
五
）
　
仏
軍
二
　
〔
九
〇
〕
　
独
軍
戦
闘
教
令
（
同
年
一
二
月
七
日
）
〔
七
四
四
〕
　
千

於

ケ
ル
地
中
電
信
（
六
四
）
　
英
国
軍
用
携
帯
電
話
器
（
三
五
）
　
　
　
九
百
十
四
年
以
降
独
逸
戦
時
法
令
（
同
年
一
二
月
二
六
日
）
〔
九
一
〕

　
調
査
委
員
会
で
は
こ
の
他
に
も
単
一
の
テ
ー
マ
に
よ
る
『
月
報
』
特
　
参
戦
諸
国
ノ
陸
軍
二
就
テ
〈
第
四
版
〉
（
同
年
一
二
月
）
　
〔
八
九
三
〕

別

号
を
も
多
数
発
行
し
て
い
る
。
以
下
刊
行
さ
れ
た
順
序
で
紹
介
す
る
。
独
逸
戦
時
特
別
法
（
一
九
一
九
年
一
〇
月
一
五
日
）
〔
九
一
〕
　
世
界

（
　
）
は
刊
行
年
月
日
、
〔
　
〕
は
関
係
各
方
面
へ
の
配
布
部
数
で
あ
　
ノ
形
勢
（
同
年
二
月
一
〇
日
）
〔
一
四
〇
〕
　
欧
州
大
戦
二
関
ス
ル
講

る
〔
註
③
〕
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
話
集
（
同
年
二
月
二
〇
日
）
〔
二
九
四
〕
　
某
隊
冬
季
研
究
報
告
（
同

　
各

国
各
種
使
用
兵
器
概
見
表
（
一
九
一
六
年
二
月
一
日
）
〔
八
四
　
年
八
月
一
六
日
）
〔
三
八
八
〕
　
各
兵
操
典
改
正
要
領
二
関
ス
ル
意
見

四

〕
　
大
部

隊
ノ
陣
地
攻
撃
二
於
ケ
ル
仏
軍
ノ
統
帥
法
（
同
年
）
〔
六
　
（
同
年
八
月
二
〇
日
）
〔
不
明
〕
　
英
仏
軍
ノ
軍
用
鳩
二
就
テ
（
同
年

｝
九
〕
　
『
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
』
会
戦
ノ
教
訓
拉
防
禦
戦
二
就
テ
ノ
教
令
（
一
　
一
〇
月
七
日
）
〔
一
一
〇
五
〕
　
陸
軍
衛
生
制
度
二
関
ス
ル
意
見
（
同

九
一
七
年
四
月
四
日
）
〔
三
六
五
〕
　
防
禦
二
於
ケ
ル
仏
軍
砲
兵
ノ
用
法
　
年
九
月
一
九
日
）
〔
不
明
〕
　
航
空
機
ト
歩
兵
ノ
協
同
動
作
（
同
年
｝

（
同
年
四
月
一
〇
日
）
〔
四
〇
二
〕
　
欧
州
戦
ト
交
戦
各
国
婦
人
ノ
活
　
○
月
八
日
）
〔
九
九
一
〕
　
戦
争
ノ
国
内
産
業
特
二
労
務
力
二
及
ホ
ス

動
（
同
年
四
月
一
九
日
）
〔
一
六
五
〕
　
独
国
工
業
動
員
二
関
ス
ル
晋
　
影
響
（
同
年
一
一
月
九
日
）
〔
不
明
〕
　
参
戦
諸
国
ノ
陸
軍
二
就
テ
〈

国
陸
軍
省
原
料
課
長
口
演
要
旨
（
同
年
五
月
一
八
日
）
〔
一
四
二
〕
　
　
第
五
版
〉
（
同
年
一
二
月
二
四
日
）
〔
九
五
三
〕
　
仏
軍
二
於
ケ
ル
偽

欧

州
戦
争
毒
瓦
斯
攻
撃
二
対
ス
ル
各
国
軍
訓
示
教
令
輯
（
同
年
六
月
一
　
装
作
業
教
令
（
】
九
二
〇
年
三
月
三
日
）
〔
九
三
〇
〕
　
十
年
後
二
於

日
）
〔
五
八
四
〕
　
開
戦
直
前
二
於
ケ
ル
列
強
ノ
情
勢
（
同
年
六
月
一
　
テ
帝
国
ノ
整
備
シ
得
ヘ
キ
最
大
兵
力
概
定
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
三
月

○

日
）
〔
一
〇
〇
一
〕
　
各
国
各
兵
種
使
用
兵
器
概
見
表
（
同
年
六
月
　
一
二
日
）
〔
不
明
〕
　
千
九
百
十
八
年
上
半
期
諸
会
戦
時
二
同
年
七
月

　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

「
シ

ャ

ム

パ

ー
ニ
ュ
」
会
戦
二
於
ケ
ル
独
仏
両
軍
攻
防
二
関
ス
ル
戦
術
　
独
小
銃
、
騎
銃
及
軽
機
関
銃
射
撃
教
範
草
案
（
同
年
一
二
月
）
〔
不
明
〕

上

ノ
研
究
（
同
年
五
月
三
日
）
〔
八
九
二
〕
　
米
国
国
防
会
議
第
一
回
　
測
量
教
範
制
定
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
七
月
）
〔
不
明
〕
　
埃
国
陸
軍

年
報

（
同
年
五
月
一
一
日
）
〔
九
二
六
〕
　
交
戦
各
国
国
民
復
員
ノ
概
軍
用
犬
（
同
年
八
月
）
〔
不
明
〕
　
仏
国
歩
兵
射
撃
教
範
（
同
年
九
月

況
拉
之
ヨ
ワ
得
タ
ル
教
訓
（
同
年
五
月
二
〇
日
）
〔
九
〇
五
〕
　
戦
時
　
一
〇
日
）
〔
八
九
二
〕
　
仏
国
歩
兵
操
典
〈
第
二
部
〉
（
同
年
一
二
月

二
於

ケ
ル
幹
部
ノ
補
充
及
教
育
並
之
二
対
ス
ル
平
時
ノ
準
備
二
関
ス
ル
　
六
日
）
〔
九
二
二
〕
　
情
報
蒐
集
機
関
二
就
テ
（
一
九
二
三
年
一
月
）

意
見
（
同
年
五
月
七
日
）
〔
不
明
〕
　
国
家
総
動
員
二
関
ス
ル
意
見
（
同
　
〔
九
一
一
〕
　
英
国
歩
兵
小
隊
教
練
（
同
年
二
月
四
日
）
〔
不
明
〕

年
五
月
二
七
日
）
〔
九
一
〇
〕
　
英
国
師
団
ノ
攻
防
教
令
全
集
蛇
独
英
　
独
逸
各
兵
科
用
小
銃
、
騎
兵
銃
及
機
関
銃
射
撃
教
範
草
案
（
同
年
二
月

仏
軍
攻

撃
教
令
集
（
同
年
六
月
二
六
日
）
〔
八
八
一
〕
　
独
軍
砲
兵
射
　
二
〇
日
）
〔
不
明
〕
　
独
逸
歩
兵
操
典
（
同
年
三
月
一
六
日
）
〔
九
一
四
〕

撃
教
範
（
同
年
七
月
八
日
）
〔
九
四
三
〕
　
戦
時
高
等
司
令
部
編
制
改
　
馬
政
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
一
〇
月
）
〔
不
明
〕

正

二

関
ス
ル
意
見
（
同
年
七
月
二
四
日
）
〔
不
明
〕
　
騎
、
工
及
輔
重
　
　
こ
の
他
に
調
査
委
員
会
は
『
月
報
』
の
年
間
の
集
大
成
と
し
て
『
年

兵
操
典
改
正

二

関
ス
ル
意
見
（
同
年
五
月
二
二
日
）
〔
不
明
〕
　
野
戦
報
』
も
刊
行
し
て
お
り
、
そ
れ
は
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
二
〇
年
に
か

築
城
教
範
草
案
及
抗
道
教
範
草
案
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
七
月
二
九
日
）
け
て
『
第
一
年
報
』
～
『
第
五
年
報
』
と
し
て
年
度
末
に
一
二
〇
〇
部

〔
不

明
〕
　
仏
軍
野
戦
軍
航
空
部
隊
ノ
編
制
蛇
用
法
二
関
ス
ル
教
令
集
前
後
刊
行
さ
れ
た
。

（
同
年
八
月
二
七
日
）
〔
不
明
〕
　
物
質
的
国
防
要
素
充
実
二
関
ス
ル

意
見
（
同
年
九
月
一
五
日
）
〔
不
明
〕
　
歩
兵
射
撃
教
範
改
正
二
関
ス
　
註
①
　
「
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
業
務
実
施
ノ
景
況
」
『
欧
受
大
日
記
』
大
正
六

ル

意
見
（
同
年
一
〇
月
二
日
）
〔
不
明
〕
　
仏
国
戦
闘
瓦
斯
二
関
ス
ル
　
　
　
年
五
月
。

規
定
及
同
防
護
教
令
（
同
年
一
二
月
）
〔
不
明
〕
仏
国
歩
兵
操
典
草

②

以
下

は
、
拓
殖
大
学
図
書
館
分
館
（
八
王
子
）
佐
藤
安
之
助
文
庫
所
蔵

案
（
同
年
一
二
月
）
〔
不
明
〕
　
兵
器
弾
薬
製
造
経
営
法
二
関
ス
ル
意
　
　
　
　
『
臨
時
調
査
委
員
月
報
其
他
総
目
録
』
を
参
照
し
た
。

見
（
一
九
二
一
年
一
月
）
〔
不
明
〕
兵
役
税
ノ
研
究
（
同
年
四
月
二
　
③
特
別
号
（
パ
ソ
フ
レ
ソ
ト
）
の
タ
イ
ト
ル
、
刊
行
年
月
日
、
配
布

一
日
）
〔
九
二
二
〕
　
交
戦
諸
国
戦
後
ノ
兵
制
問
題
ノ
概
観
（
同
年
三
　
　
　
　
数
は
『
欧
受
大
日
記
』
よ
り
作
成
し
た
。
ま
た
、
調
査
委
員
名
義

月
）
〔
不
明
〕
　
欧
州
戦
ノ
経
験
二
其
ク
戦
術
ノ
趨
勢
△
第
二
巻
V
（
同
　
　
　
　
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
省
略
し
た
。

年
六
月
）
〔
一
二
六
三
〕
　
同
〈
第
三
巻
〉
（
同
年
七
月
四
日
）
　
（
一

二
七

四

〕
　

仏
国
騎
兵
操
典
草
案
（
同
年
八
月
）
〔
八
一
四
〕
　
英
国
　
　
　
　
四
　
調
査
委
員
、
意
見
書

騎
兵
操
典
草
案
（
同
年
＝
月
）
〔
不
明
〕
　
仏
国
歩
兵
操
典
草
案
〈
第
　
　
次
に
調
査
委
員
会
の
構
成
員
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
調
査
委
員
長

二

部
〉
（
一
九
二
二
年
一
月
）
〔
不
明
〕
　
情
報
蒐
集
機
関
二
就
テ
（
同
の
人
事
は
初
代
が
陸
軍
少
将
管
野
尚
一
（
一
九
　
五
年
八
月
一
〇
日
就

年
～
月
）
戸
不
明
ソ
　
英
国
歩
兵
小
隊
教
練
（
同
年
一
月
）
〔
不
明
〕
　
任
～
一
九
一
八
年
七
月
辞
任
）
、
二
代
目
が
陸
軍
少
将
村
岡
長
太
郎
（
「



九
、
へ
年
七
月
こ
三
日
就
任
～
、
九
こ
～
年
、
月
辞
任
）
、
三
代
目
が
　
卒
、
同
三
五
～
三
六
年
砲
工
学
校
学
生
、
同
三
九
～
四
二
年
東
大
工
学

陸
軍

少
将
佐
藤
安
之
助
（
」
九
二
「
年
　
月
六
日
就
任
～
一
九
二
二
年
　
部
造
学
科
学
生
、
同
四
三
年
～
大
正
二
年
欧
州
留
学
、
大
正
五
年
調
査

三

月
三
一
日
、
調
査
委
員
会
廃
止
に
と
も
な
い
辞
任
）
で
あ
っ
た
。
　
　
委
員
就
任
、
同
年
八
月
軍
事
局
課
員
、
同
＝
二
年
科
学
研
究
所
第
二
部

　
以
上
三
名
の
委
員
長
の
略
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
〔
註
①
〕
。
　
　
　
長
、
昭
和
三
年
兵
器
局
長
、
同
九
年
技
術
本
部
長
、
同
一
一
年
予
備
役
、

　
管
野
尚
一
〔
陸
士
二
期
〕
　
明
治
二
四
年
陸
士
卒
、
同
二
九
年
陸
大
　
同
　
七
年
東
京
市
長
。

卒
、
同
三
九
年
イ
ギ
リ
ス
駐
在
、
同
四
三
年
軍
務
局
歩
兵
課
長
、
大
正
　
　
二
宮
重
治
〔
一
二
・
砲
兵
少
佐
〕
（
教
総
付
）
　
明
治
三
三
年
陸
士

六

年
ア
メ
リ
カ
出
張
、
同
七
年
軍
務
局
長
、
同
＝
年
第
二
〇
師
団
長
、
卒
、
同
四
三
年
陸
大
卒
、
同
四
三
年
参
謀
本
部
員
、
同
四
五
年
イ
ギ
リ

同
＝
二
年
台
湾
軍
司
令
官
、
同
一
五
年
軍
事
参
議
官
、
昭
和
二
年
予
備
　
ス
駐
在
、
大
正
四
年
調
査
委
員
就
任
、
同
七
年
軍
務
局
課
員
、
同
一
四

役
、
同
　
二
年
後
備
役
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
付
武
官
、
昭
和
二
年
参
謀
本
部
第
二
部
長
、
同
四

　
村
岡
長
太
郎
〔
陸
士
五
期
〕
　
明
治
二
七
年
陸
士
卒
、
同
三
五
年
陸
　
年
参
謀
本
部
総
務
部
長
、
同
五
年
参
謀
本
部
次
長
、
同
一
】
年
朝
鮮
拓

大
卒
、
同
三
六
年
参
謀
本
部
出
仕
、
同
年
三
七
年
韓
国
派
遣
、
同
年
四
　
殖
総
裁
、
同
一
五
年
満
拓
公
社
総
裁
、
同
一
九
年
文
部
大
臣
。

○
年
陸
大
教
官
、
同
年
四
四
年
ト
ル
コ
出
張
、
大
正
四
年
教
育
総
監
部
　
　
秦
真
次
〔
一
二
・
歩
兵
中
佐
〕
（
兵
本
付
）
　
明
治
三
三
年
陸
士

第

二
課

長
、
同
第
一
課
長
、
同
一
〇
年
歩
兵
学
校
長
、
昭
和
二
年
関
東
　
卒
、
同
四
二
年
陸
大
卒
、
大
正
二
年
オ
ー
ス
ト
リ
i
公
使
館
付
武
官
補

軍

司
令
官
、
同
四
年
予
備
役
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
官
、
同
三
年
欧
州
出
張
、
同
五
年
オ
ラ
ン
ダ
公
使
館
付
武
官
、
同
七

　
佐

藤
安
之
助
〔
陸
士
六
期
〕
　
明
治
二
八
年
陸
士
卒
、
同
三
〇
～
三
　
年
調
査
委
員
就
任
．
同
＝
一
年
臨
時
東
京
警
備
司
令
部
付
、
昭
和
七
年

三
年
陸
大

聴
講
生
、
同
三
七
年
満
州
軍
司
令
部
付
、
同
四
〇
年
満
鉄
奉
　
憲
兵
司
令
官
、
同
九
年
第
二
師
団
長
、
同
一
〇
年
予
備
役
。

天
公

所

長
、
同
四
三
～
四
四
欧
州
出
張
、
大
正
二
年
関
東
都
督
府
司
令
　
　
豊
島
房
太
郎
〔
二
二
・
歩
兵
中
尉
〕
（
兵
本
付
）
　
明
治
四
三
年
陸

部
付
（
兼
満
鉄
）
、
同
五
年
ス
イ
ス
公
使
館
付
武
官
、
同
八
年
参
謀
本
　
士
卒
、
大
正
五
年
陸
大
卒
、
同
六
年
調
査
委
員
就
任
、
同
一
〇
年
軍
務

部
付
、
同
一
一
年
退
役
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
局
課
員
、
同
一
三
年
欧
州
出
張
、
昭
和
三
年
整
備
局
課
員
、
同
六
年
朝

　
こ
れ
ま
で
に
確
認
で
き
た
調
査
委
員
と
そ
の
略
歴
を
記
す
と
次
の
通
　
鮮
軍
司
令
部
付
、
同
一
五
年
憲
兵
司
令
部
総
務
部
長
、
同
年
憲
兵
司
令

り
で
あ
る
。
〔
〕
の
上
段
は
陸
士
卒
業
期
、
下
段
は
調
査
委
員
就
任
当
　
官
、
同
年
一
八
年
近
衛
第
一
師
団
長
、
同
年
第
二
軍
司
令
官
、
同
年
二

時
の

階
級
で
あ
る
。
ま
た
、
定
員
の
関
係
で
調
査
委
員
会
へ
の
配
属
者
　
一
年
復
員
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

は

教
育
総
監
部
付
（
以
下
教
総
付
）
、
兵
器
本
廠
付
（
以
下
兵
本
付
）
、
　
村
上
啓
作
〔
二
二
・
歩
兵
中
尉
〕
（
技
審
付
）
　
明
治
四
三
年
陸
士

技
術
審
査
部
付
（
以
下
技
審
付
）
と
し
て
発
令
さ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
　
卒
、
大
正
五
年
陸
大
卒
、
同
六
年
調
査
委
員
就
任
、
同
年
八
～
一
一
年

で

あ
っ
た
。
そ
れ
を
（
　
）
で
示
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
シ
ア
駐
在
、
同
一
一
年
陸
大
教
官
、
昭
和
六
年
軍
務
局
課
員
、
同
一

　
岸
本
綾
夫
〔
一
一
．
砲
兵
中
佐
〕
（
兵
本
付
）
　
明
治
三
二
年
陸
士
　
○
月
兵
務
課
長
、
軍
事
課
長
、
同
一
六
年
砲
工
学
校
長
、
同
一
七
年
科

　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

学
学
校

長
、
同
一
八
年
総
力
戦
研
究
所
長
、
同
一
九
年
第
三
軍
司
令
官
。
九
号
ま
で
を
み
る
と
二
五
部
に
ほ
ぼ
一
定
し
て
お
り
、
多
少
の
変
動
は

　
安
藤
利
吉
〔
一
六
・
歩
兵
大
尉
〕
（
技
審
付
）
　
明
治
三
七
年
陸
士
　
あ
っ
て
も
そ
の
数
は
大
体
二
五
名
前
後
と
み
て
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の

卒
、
大
正
三
年
陸
大
卒
、
同
五
年
調
査
委
員
就
任
、
同
八
～
一
〇
年
イ
　
ス
タ
ッ
フ
で
八
班
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
し
た
が
っ
て
研
究

ギ

リ
ス
駐
在
、
同
一
四
年
イ
ン
ド
駐
剤
武
官
、
昭
和
六
年
兵
務
課
長
、
　
調
査
を
行
な
い
、
そ
の
成
果
を
『
月
報
』
、
あ
る
い
は
不
定
期
の
特
別

同
七
年
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
付
武
官
、
同
一
二
年
教
育
総
監
本
部
長
、
同
　
号
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
と
し
て
刊
行
し
て
き
た
こ
と
は
以
上
で
述
べ
た

一
六
年

台
湾
軍
司
令
官
、
同
一
九
年
第
一
〇
方
面
軍
司
令
官
、
同
二
一
　
が
、
も
う
二
つ
調
査
委
員
の
重
要
な
業
務
が
あ
っ
た
。

年
上

海
で
自
決
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
一
つ
が
国
内
の
工
業
動
員
能
力
の
実
態
調
査
で
あ
っ
た
。
た
と

　
飯
田
祥
二
郎
〔
二
〇
・
歩
兵
中
尉
〕
　
明
治
四
一
年
陸
士
卒
、
大
正
　
え
ば
、
一
九
一
六
年
七
月
一
二
日
～
一
四
ま
で
岸
本
委
員
が
日
本
製
鋼

四
年

陸
大
卒
、
同
五
年
調
査
委
員
就
任
、
同
八
年
軍
務
局
課
員
、
昭
和
　
所
室
蘭
工
場
を
見
学
調
査
、
】
九
】
七
年
＝
一
月
二
五
日
に
同
じ
く
岸

一
二
年
兵

務
局
長
、
同
一
四
年
近
衛
師
団
長
、
同
一
六
年
第
二
五
軍
・
　
本
委
員
が
大
阪
砲
兵
工
廠
を
見
学
調
査
、
一
九
一
八
年
一
月
～
二
月
に

第
一
五
軍
司
令
官
、
同
一
九
年
中
部
軍
司
令
官
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
、
豊
島
両
委
員
が
技
光
製
鉄
所
見
学
調
査
、
同
年
一
月
に
山
本
芳

　
永

田
鉄
山
〔
一
六
・
歩
兵
大
尉
〕
（
教
総
付
）
　
明
治
三
七
年
陸
士
　
輔
委
員
が
呉
海
軍
工
廠
見
学
調
査
、
同
年
四
月
二
三
日
～
三
四
日
に
山

卒
、
同
四
四
年
陸
大
卒
、
大
正
二
年
ド
イ
ッ
駐
在
、
同
六
年
調
査
委
員
　
本
茂
委
員
が
大
阪
兵
工
廠
見
学
、
一
九
二
〇
年
三
月
六
日
に
村
岡
委
員

就

任
、
同
九
年
欧
州
出
張
、
同
一
三
年
陸
大
教
官
、
同
一
五
年
作
戦
資
　
長
、
小
杉
、
大
町
両
委
員
が
呉
海
軍
工
廠
見
学
調
査
、
同
年
三
月
八
日

材
整
備
会
議
幹
事
、
同
年
整
備
局
動
員
課
長
、
昭
和
五
年
軍
事
課
長
、
　
に
上
記
三
名
が
技
光
製
鉄
所
見
学
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

同
七
年
参
謀
本
部
第
二
部
長
、
同
九
年
軍
務
局
長
、
同
】
○
年
相
沢
中
　
　
も
う
一
つ
が
、
各
調
査
委
員
の
第
一
次
大
戦
の
研
究
調
査
か
ら
得
た

佐
に

刺
殺
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
果
を
踏
え
て
、
日
本
国
内
の
工
業
動
員
体
制
の
確
立
、
軍
の
編
制
・

　

こ
の
他
に
も
略
歴
は
省
く
が
調
査
委
員
と
し
て
次
の
者
が
確
認
で
き
　
装
備
等
の
近
代
化
、
航
空
兵
力
の
導
入
強
化
等
広
範
囲
に
わ
た
る
改
革

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
必
要
性
を
陸
軍
部
内
に
対
し
説
い
た
「
意
見
書
」
の
類
で
あ
る
。
そ

　
上
村

良
助
〔
砲
兵
少
佐
〕
、
金
子
直
吉
〔
砲
兵
中
佐
〕
、
佐
々
木
富
　
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
（
　
）
の
上
段
は
提
出
年
月
日
、
下
段
は
提

弥
〔
砲
兵
中
佐
〕
、
服
部
英
男
〔
砲
兵
中
佐
〕
、
河
村
恭
輔
〔
砲
兵
中
　
出
先
で
あ
る
〔
註
②
〕
。

佐
〕
、
佐
野
会
輔
〔
砲
兵
中
佐
〕
、
山
本
茂
〔
歩
兵
中
尉
〕
、
津
田
時
　
　
工
業
動
員
計
画
二
関
ス
ル
意
見
（
一
九
一
七
年
一
月
一
二
日
・
大
臣
）

若
〔
大
正
六
年
一
〇
月
に
委
員
長
代
理
〕
、
山
本
芳
輔
〔
歩
兵
少
佐
〕
　
戦
略
単
位
ノ
砲
兵
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
一
月
二
〇
日
・
畑
砲
兵
少
佐
）

粟
原
幸
衛
〔
騎
兵
中
佐
〕
、
吉
井
幸
太
〔
砲
兵
大
佐
〕
、
小
杉
武
司
〔
　
欧
州
戦
ノ
実
験
二
鑑
ミ
制
式
制
定
若
ハ
改
正
ノ
目
的
ヲ
以
テ
研
究
ヲ
要

砲
兵
中
佐
ソ
、
大
町
岩
雄
〔
歩
兵
少
佐
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ヘ
キ
兵
器
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
六
月
一
二
日
・
大
臣
）
　
航
空
隊

　

調
査
委
員
の
構
成
は
、
肉
月
報
レ
の
調
査
委
員
配
布
割
当
数
が
第
六
　
編
制
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
一
月
二
〇
日
・
服
部
騎
兵
中
佐
）
　
各
兵



種
ノ
戦
時
ス
ヘ
キ
主
要
兵
器
二
対
ス
ル
改
正
意
見
（
同
年
一
旦
三
日
・
各
兵
操
典
改
正
要
領
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
八
月
二
一
日
．
大
臣
及
関

軍

務
局
長
）
　
軍
砲
兵
ノ
研
究
（
同
年
二
月
＝
】
日
・
軍
務
局
長
）
　
　
係
官
衛
学
校
）
　
戦
時
陸
軍
将
校
ノ
位
置
二
在
リ
テ
服
務
セ
シ
ム
ヘ
キ

電
信

隊

ノ
用
法
及
編
制
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
二
月
二
八
日
・
軍
務
局
　
予
備
役
士
官
ヲ
一
年
志
願
兵
ヨ
リ
採
用
ス
ル
ノ
意
見
（
同
年
八
月
二
八

長
）
　
鉄
道
隊
ノ
用
法
及
編
成
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
二
月
二
八
日
・
　
日
．
歩
兵
課
）
　
歩
兵
操
典
改
正
案
編
纂
要
旨
（
同
年
九
月
一
五
日
．

軍
務

局
長
）
　
騎
兵
ノ
用
法
及
編
制
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
二
月
二
八
　
軍
事
課
）
　
外
国
駐
在
員
ノ
人
員
及
研
究
区
分
（
同
年
一
〇
月
一
〇
日

日
・
軍
務
局
長
）
　
各
兵
種
ノ
戦
時
使
用
ス
ヘ
キ
主
要
兵
器
二
対
ス
ル
　
・
軍
事
課
）
　
戦
時
編
制
改
正
二
関
ス
ル
意
見
〈
第
一
回
〉
（
同
年
一

改
正

意
見
（
同
年
三
月
五
日
・
軍
務
局
長
）
　
世
界
大
戦
ノ
終
局
二
対
○
月
一
八
日
・
軍
事
課
）
　
西
伯
利
二
於
テ
軍
事
上
研
究
ス
ヘ
キ
事
項

ス

ル
観

察
（
同
年
一
二
月
二
〇
日
・
大
臣
）
　
国
家
総
動
員
機
関
ノ
設
　
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
一
〇
月
一
九
日
。
軍
事
課
）
　
戦
時
編
制
改
正

置
二
関
ス
ル
意
見
（
一
九
一
八
年
五
月
二
一
日
・
大
臣
）
　
帝
国
陸
軍
　
二
関
ス
ル
意
見
〈
第
二
回
〉
（
同
年
一
〇
月
二
〇
日
．
軍
事
課
）
　
陸

技
術

制
度
改
正
意
見
（
同
年
六
月
・
省
内
関
係
各
局
課
）
　
国
勢
調
査
　
軍
省
局
課
編
制
改
正
案
（
同
一
〇
月
二
一
日
．
次
官
及
関
係
各
局
課
）

二
対
ス

ル

希
望
（
同
年
六
月
・
次
官
及
統
計
）
　
国
勢
調
査
二
対
ス
ル
　
砲
兵
工
廠
工
卒
隊
設
置
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
一
〇
月
二
五
日
．
次
官

緊
急
希
望
（
同
年
六
月
・
次
官
及
統
計
）
　
野
砲
問
題
二
関
ス
ル
意
見
　
及
関
係
各
局
課
）
　
将
校
担
当
官
ノ
待
遇
改
善
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年

（
同
年
＝
月
八
日
・
陸
、
技
、
審
、
第
一
部
長
）
　
国
際
連
盟
及
軍
　
一
〇
月
二
七
日
・
次
官
及
関
係
各
局
課
）
　
戦
時
編
制
改
正
ノ
方
針
及

備
制
限
ノ
問
題
ノ
研
究
二
資
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
ス
ル
調
査
事
項
（
同
年
　
要
領
（
同
年
一
一
月
二
二
日
・
軍
事
課
）
　
改
正
歩
兵
機
関
銃
射
撃
教

凶
二

月
一
二
日
・
軍
事
課
）
　
参
考
用
ト
シ
テ
新
式
兵
器
購
入
二
関
ス
　
範
二
対
ス
ル
意
見
（
一
九
二
〇
年
二
月
二
〇
日
．
軍
事
課
）
　
十
年
後

ル
意
見
（
同
年
一
二
月
二
四
日
・
大
臣
）
　
帝
国
陸
軍
軍
人
俸
給
恩
給
　
二
於
テ
帝
国
ノ
整
備
シ
得
ヘ
キ
最
大
兵
力
概
定
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年

救
位

制
度
改
善
二
改
ス
ル
意
見
ノ
大
綱
（
一
九
一
九
年
一
月
二
五
日
・
　
三
月
一
二
日
・
大
臣
及
関
係
各
局
課
）
　
交
戦
各
国
国
民
復
員
ノ
概
況

省
内
関
係
各
局
課
）
　
航
空
隊
ノ
編
制
用
法
二
関
ス
ル
研
究
事
項
（
同
　
拉
之
ヨ
リ
得
タ
ル
教
訓
及
所
見
（
同
年
四
月
一
日
．
大
臣
及
陸
軍
一
般
）

年
二
月
四
日
・
参
謀
本
部
第
一
課
）
　
戦
時
陸
軍
航
空
兵
力
ノ
策
定
二
　
航
空
部
隊
ノ
動
員
ト
平
戦
両
時
ノ
航
空
兵
力
二
就
テ
（
同
年
四
月
六
日

関
ス
ル
意
見
（
同
年
四
月
八
日
・
軍
事
課
）
　
連
合
戦
争
統
一
指
導
要
　
・
軍
事
課
）
　
物
質
的
国
防
要
素
充
実
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
四
月
一

領
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
四
月
一
〇
日
・
一
般
）
　
野
戦
砲
兵
操
典
草
　
六
日
・
大
臣
及
陸
軍
一
般
）
　
統
帥
綱
領
改
正
意
見
（
同
年
四
月
二
〇

案
改
正
要
旨
（
同
年
五
月
七
日
・
軍
事
課
）
　
航
空
勤
務
者
優
遇
法
二
　
日
・
軍
事
課
）
　
歩
兵
操
典
改
正
案
二
対
ス
ル
意
見
（
同
年
四
月
二
四

関
ス
ル
意
見
（
同
年
五
月
二
二
日
・
人
事
局
長
）
　
軍
隊
内
務
書
改
正
　
日
・
軍
事
課
）
　
国
家
総
動
員
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
五
月
。
大
臣
及

意
見
（
同
年
六
月
二
日
・
軍
、
内
、
改
、
審
、
委
員
長
）
　
帝
国
陸
軍
陸
軍
一
般
）
　
戦
時
二
於
ケ
ル
幹
部
ノ
補
充
及
教
育
拉
之
二
対
ス
ル
平

軍
人
待
遇

改
善
二
関
ス
ル
一
部
ノ
意
見
（
同
年
六
月
七
日
・
大
臣
）
　
　
時
ノ
準
備
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
五
月
六
日
．
大
臣
及
教
育
総
監
）

兵
器

弾
薬
製
造
経
営
法
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
七
月
二
八
日
・
大
臣
）
　
兵
姑
諸
部
隊
戦
時
編
制
二
関
ス
ル
件
（
同
年
五
月
一
七
日
．
軍
事
課
）

　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

戦
時
二
於
ケ
ル
兵
員
資
源
ノ
運
用
補
充
制
度
改
正
二
関
ス
ル
意
見
（
同
　
曲
射
砲
二
関
ス
ル
意
見
（
大
臣
）
　
兵
役
問
題
二
関
ス
ル
意
見
、
戦
後

年
五
月
二
〇
日
・
大
臣
）
　
自
動
車
操
縦
教
範
草
案
二
対
ス
ル
立
督
川
（
同
　
二
於
ケ
ル
交
戦
国
ノ
兵
役
問
題
二
関
ス
ル
概
観
及
教
育
上
ヨ
リ
見
タ
ル

年
五
月
二
〇
日
・
軍
事
課
）
　
騎
工
及
輔
重
兵
操
典
改
廃
修
正
二
関
ス
　
兵
役
問
題
二
関
ス
ル
意
見
（
一
九
一
二
年
一
月
四
日
・
大
臣
）
　
青
年

ル
意
見

（
同
年
五
月
二
八
日
・
大
臣
及
教
育
総
監
部
本
部
長
）
　
陸
軍
　
教
育
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
一
月
一
八
日
．
大
臣
）
　
戦
略
単
位
ノ
編

戦
時
編
制
改
正
要
領
く
第
一
案
V
（
同
年
五
月
二
九
日
・
軍
事
課
）
　
　
制
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
二
月
一
日
．
大
臣
）
　
工
兵
通
信
教
範
編
纂

歩
兵
操
典
改
正

案
二
対
ス
ル
再
意
見
（
同
年
六
月
二
日
・
軍
事
課
）
　
　
要
旨
（
同
年
三
月
二
二
日
・
軍
事
課
）
　
電
信
教
範
編
纂
要
旨
（
同
年

陸
軍
戦
時
編
制
改
正
要
領
く
第
一
追
加
V
（
同
年
六
月
一
五
日
・
軍
事
　
四
月
二
二
日
・
軍
事
課
）
　
歩
兵
隊
ノ
編
制
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
四

課
）
　
同
く
第
二
追
加
V
（
同
年
六
月
一
六
日
・
軍
事
課
）
　
帝
国
陸
　
月
二
六
日
・
大
臣
）
　
騎
兵
操
典
草
案
編
纂
要
旨
（
同
年
五
月
一
〇
日

軍
戦
時
航
空
兵
力
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
六
月
一
九
日
・
参
謀
本
部
第
　
・
軍
事
課
）
　
騎
兵
通
信
教
範
編
纂
要
旨
（
同
年
五
月
一
〇
日
・
軍
事

七

課
）
　
対
壕
教
範
草
案
（
同
年
六
月
・
軍
事
課
）
　
簡
閲
点
呼
執
行
　
課
）
　
野
戦
重
砲
操
典
草
案
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
五
月
一
六
日
．
軍

規

則
改
正
要
旨
（
同
年
七
月
一
二
日
・
歩
兵
課
長
）
　
戦
時
高
司
令
部
　
事
課
）
　
馬
政
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
六
月
二
八
日
・
大
臣
）
　
港
湾

編
制
改
正
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
七
月
二
四
日
・
大
臣
）
　
野
戦
築
城
　
法
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
七
月
四
日
・
航
空
課
長
）
　
測
量
教
範
制
定

教
範
草
案
及
抗
道
教
範
草
案
改
正
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
七
月
二
九
日
　
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
七
月
六
日
・
大
臣
、
教
育
総
監
）
　
騎
兵
操
典

・

大

臣
及
教
育
総
監
）
　
野
戦
軍
馬
衛
生
機
関
拉
軍
馬
補
充
機
関
ノ
改
　
草
案
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
七
月
九
日
・
軍
事
課
）
　
臨
時
運
輸
業
務

善
及
蹄
鉄
工
卒
制
度
改
正
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
八
月
一
二
日
・
大
臣
）
　
検
査
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
八
月
＝
二
日
．
工
兵
課
長
）
　
野
戦
重
砲

実
施
学
校
制
度
改
正
意
見
（
同
年
八
月
二
一
日
・
大
臣
、
教
育
総
監
）
　
兵
射
撃
教
範
草
案
第
一
部
改
正
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
八
月
一
五
日
．

野

戦
重
砲
兵
操
典
編
纂
要
旨
（
同
年
九
月
六
日
・
軍
事
課
）
　
戦
時
国
　
軍
事
課
）
　
軍
隊
教
育
令
中
一
部
改
正
案
（
同
年
八
月
一
八
日
．
軍
事

軍
給

養
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
九
月
二
七
日
・
大
臣
）
　
砲
兵
射
撃
教
　
課
）
　
戦
略
単
位
以
上
二
配
属
ス
ヘ
キ
部
隊
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
九

範
改
正
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
一
〇
月
一
日
・
大
臣
、
教
育
総
監
）
　
　
月
八
日
・
大
臣
）
　
輻
重
兵
操
典
草
案
要
旨
（
同
年
九
月
一
〇
日
．
軍

航
空
機
ノ
型
式
、
航
空
隊
配
属
、
編
制
拉
補
給
補
充
二
関
ス
ル
意
見
（
同
　
事
課
）
　
交
通
教
範
蛇
築
営
教
範
改
正
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
九
月
一

年
一
〇
月
一
五
日
・
大
臣
）
　
弾
丸
効
力
調
査
（
同
年
一
〇
月
一
九
日
　
五
日
・
大
臣
、
教
育
総
監
）
　
歩
兵
通
信
教
範
草
案
（
同
年
一
〇
月
一

・

砲

兵
課
）
　
体
操
教
範
改
正
要
旨
（
同
年
一
〇
月
二
八
日
・
軍
事
課
）
　
九
日
・
軍
事
課
）
　
船
舶
輸
送
勤
務
令
く
第
五
條
V
二
対
ス
ル
意
見
（
同

野
戦
重
砲
兵
、
重
砲
兵
射
撃
教
範
草
案
第
一
部
編
纂
要
旨
（
同
年
一
一
　
年
一
〇
月
二
五
日
・
軍
事
課
）
　
輻
重
兵
輪
駄
馬
調
教
教
範
草
案
改
正

月
一
八
日
・
軍
事
課
）
　
統
帥
綱
領
改
正
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
一
二
　
要
旨
二
対
ス
ル
意
見
（
同
年
一
二
月
五
日
・
軍
事
課
）
　
体
操
教
範
草

月
’
五
日
・
参
謀
本
部
総
務
部
）
　
四
五
式
十
五
珊
加
農
砲
及
四
五
式
　
案
二
対
ス
ル
意
見
（
同
年
一
二
月
一
四
日
・
軍
事
課
）
　
通
信
隊
ノ
編

二
四
珊
榴
弾
砲
砲
架
以
下
改
造
二
関
ス
ル
意
見
拉
陣
地
使
用
ノ
大
口
径
　
制
器
材
拉
其
用
法
二
関
ス
ル
意
見
（
同
年
一
二
月
一
四
日
・
大
臣
、
教



育
総
監
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
は
、
「
九
叫
七
年
九
月
に
参
謀
本
部
か
ら
く
秘
V
扱
い
文
書
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
方
面
に
配
布
さ
れ
、
翌
年
制
定
さ
れ
た
軍
需
工
業
動
員
法
の
契
機

註
①
　
調
査
委
員
の
略
歴
は
、
日
本
近
代
史
料
研
究
会
編
『
日
本
陸
海
軍
の
制
度
と
な
っ
た
『
全
国
動
員
必
要
ノ
議
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
次
世
界
大

　
　
　
・
組
織
・
人
事
』
　
（
一
九
七
一
年
）
に
よ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
下
に
お
け
る
各
国
の
動
員
計
画
の
実
情
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
②

『
臨
時
軍
事
調
査
委
員
月
報
其
他
目
録
』
附
録
「
臨
時
軍
事
調
査
委
員
ヨ
ま
た
、
一
九
一
七
年
八
月
、
参
謀
本
部
第
二
部
兵
要
地
誌
班
に
よ
っ
て

　
　
　
リ
提
出
シ
タ
ル
意
見
総
目
次
」
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と
め
ら
れ
、
資
源
供
給
確
保
の
総
力
戦
段
階
に
お
け
る
必
要
性
を
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
、
そ
の
資
源
を
中
国
大
陸
に
お
い
て
充
足
さ
せ
る
計
画
を
骨
子
と
し

　
　
　
五
　
お
わ
り
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
『
帝
国
国
防
資
源
』
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
調

査
委
員
会
の
調
査
研
究
は
、
以
上
で
み
て
き
た
如
く
、
広
範
な
問
　
　
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
報
告
書
以
上
に
総
合
的
見
地
か
ら
す
る
国

題
を

対

象
と
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
国
家
総
動
員
体
制
構
築
過
程
に
　
家
総
動
員
体
制
確
立
の
必
要
性
を
説
い
た
の
が
調
査
委
員
会
の
手
に
な

お

い

て
、
特
に
重
要
な
意
義
を
持
っ
た
の
が
調
査
委
員
会
第
二
班
が
担
　
る
『
欧
州
交
戦
諸
国
ノ
陸
軍
二
就
テ
』
（
一
九
一
七
年
一
月
に
第
一
版

当
し
た
国
家
総
動
員
に
関
す
る
調
査
研
究
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
行
）
、
『
国
家
総
動
員
に
関
ス
ル
意
見
』
（
一
九
二
〇
年
五
月
刊
行
）

　
総

力
戦
に
お
け
る
経
済
は
、
そ
れ
ま
で
の
戦
費
中
心
の
戦
争
経
済
に
　
で
あ
っ
た
．
、
『
欧
州
交
戦
諸
国
ノ
陸
軍
二
就
テ
』
に
は
、
欧
州
諸
国
の

か

わ
っ
て
、
巨
大
な
軍
需
生
産
能
力
の
不
断
の
拡
充
を
目
標
と
す
る
と
　
戦
時
体
制
に
関
す
る
調
査
結
果
が
含
ま
れ
、
国
民
動
員
．
工
業
動
員
の

こ
ろ
と
な
り
、
そ
こ
で
の
経
済
は
国
民
の
一
部
だ
け
で
な
く
全
体
が
戦
　
実
態
、
国
民
教
育
、
婦
人
活
動
の
状
況
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

力
化
さ
れ
、
そ
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
経
済
の
全
面
的
統
制
化
・
計
画
　
第
三
版
で
は
「
国
民
動
員
」
と
「
工
業
動
員
」
と
を
別
々
の
独
立
し
た

化
が
必
至

と
な
っ
た
。
総
力
戦
に
適
応
す
る
経
済
は
平
時
か
ら
戦
争
へ
　
項
目
と
し
て
記
述
し
、
そ
こ
で
の
「
国
民
動
員
」
と
は
全
国
民
を
政
府

の

全
般
的

準
備
が
図
ら
れ
　
こ
れ
に
よ
っ
て
経
済
に
お
け
る
戦
時
と
平
　
の
管
理
統
制
下
に
置
き
、
戦
闘
員
お
よ
び
軍
需
工
場
要
員
な
り
に
分
配

時
の

区
別
が
な
く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
国
防
経
済
（
≦
①
ず
吋
≦
一
目
け
の
O
げ
9
略
什
）
　
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
し
た
が
っ
て
「
国
民
動
員
」
と
「
工
業
動
員
」

〔
註
①
〕
と
い
う
性
格
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
総
力
戦
段
階
の
経
済
　
と
を
併
せ
て
「
国
家
総
動
員
」
と
総
称
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
一
九
一

工
業

動
員
は
そ
の
最
大
の
特
色
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ブ
ネ
将
軍
は
　
八
年
七
月
の
第
四
版
に
お
け
る
「
国
家
総
動
員
ノ
概
況
」
の
一
項
目
か

第
一
次
世
界
大
戦
を
省
察
し
た
な
か
で
、
　
「
若
し
工
業
動
員
が
行
な
わ
　
ら
で
あ
っ
た
〔
註
③
〕
。
そ
の
な
か
で
国
家
総
動
員
を
、
　
「
国
内
ノ
有

れ

な
い
場
合
に
は
、
貯
蔵
器
材
は
迅
速
に
消
耗
し
て
し
ま
う
に
違
い
な
　
ラ
ユ
ル
諸
資
源
、
諸
施
設
ヲ
統
制
按
配
シ
テ
之
ヲ
戦
争
遂
行
上
最
モ
有

い
．
即
ち
一
は
戦
争
を
開
始
せ
し
め
る
こ
と
を
得
し
め
、
他
は
こ
れ
を
　
効
二
使
用
シ
得
ル
ノ
状
態
二
移
セ
リ
所
謂
国
家
総
動
員
ナ
ル
モ
即
チ
是

続
行

さ
せ
る
の
で
あ
る
」
〔
註
②
〕
と
述
べ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
リ
」
〔
註
④
〕
と
定
義
し
た
。
第
四
版
で
は
第
一
次
世
界
大
戦
を
明

　

と
こ
ろ
で
日
本
陸
軍
の
国
家
総
動
員
構
想
を
示
す
初
期
に
お
け
る
研
　
確
に
国
家
総
動
員
戦
と
規
定
し
、
こ
れ
に
対
応
す
べ
く
国
家
総
動
員
準

　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
臨
時
軍
事
調
査
委
員
会
の
業
務
内
容
（
纐
纈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

備
の
た
め
の
機
関
設
置
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
国
家
　
る
国
家
総
動
員
の
た
め
の
最
高
決
定
機
関
の
設
置
を
骨
子
と
す
る
も
の

総

動
員
に
関
す
る
意
見
』
は
調
査
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
永
田
鉄
山
の
　
で
あ
っ
た
。
国
家
総
動
員
構
想
と
そ
の
実
施
機
関
の
設
置
は
以
後
急
ピ

執
筆
に
な
る
も
の
で
〔
註
⑤
〕
、
そ
れ
は
予
説
、
第
一
章
総
論
、
第
ニ
　
ッ
チ
で
推
進
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
に
陸
軍
省
に
整
備
局
が
、
翌
年
五
月

章
国
防
資
源
の
保
護
増
強
（
国
家
総
動
員
永
久
準
備
）
、
第
三
章
国
家
　
に
内
閣
に
資
源
局
が
設
置
さ
れ
た
。

総

動
員
間
接
準
備
。
第
四
章
国
家
総
動
員
直
接
準
備
（
国
家
総
動
員
計
　
　
こ
れ
ら
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
の
国
家
総
動
員
体
制
の
大
枠
を
決
定

画
）
、
第
五
章
国
家
総
動
員
に
関
す
る
法
規
、
第
六
章
国
家
総
動
員
管
　
し
て
い
く
う
え
で
、
調
査
委
員
会
が
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
か

掌
機
関
、
結
辞
の
各
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
永
田
は
第
一
次
世
界
　
っ
た
。
そ
の
意
味
で
も
現
在
、
そ
の
大
部
分
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
調

大
戦
を
直
接
現
地
で
視
察
し
た
経
験
か
ら
大
戦
は
「
国
民
的
戦
争
」
と
　
査
委
員
会
の
刊
行
物
（
『
海
外
差
遣
者
報
告
』
、
意
見
書
の
類
の
実
物

把
握

し
、
そ
の
戦
争
形
態
は
総
力
戦
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
を
深
め
た
。
を
筆
者
は
全
く
確
認
し
て
い
な
い
）
の
調
査
研
究
は
重
要
だ
と
思
わ
れ

そ
し
て
、
新
た
な
戦
争
に
備
え
て
国
家
が
統
制
す
る
一
切
の
資
源
を
戦
　
る
。

争
遂
行
上
最
も
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
国
家
総
動
員
体
制
確
立
の
必
　
　
尚
、
調
査
委
員
会
は
一
九
二
二
年
三
月
に
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、

要
性
を
説
い
た
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
六
年
一
〇
月
に
軍
事
調
査
委
員
長
が
復
活
（
陸
軍
次
官
の
兼
任
）

　
こ
れ
ら
の
報
告
書
を
も
と
に
具
体
的
な
国
家
総
動
員
の
た
め
の
準
備
　
し
、
一
九
二
八
年
三
月
よ
り
専
任
者
が
置
か
れ
た
〔
註
⑦
〕
。

が
進
め

ら
れ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
一
八
年
四
月
に
は
軍
部
主

導
の
も
と
に
軍
需
品
の
範
囲
の
指
定
、
軍
需
工
業
の
国
家
管
理
、
労
働
　
註
①
　
高
橋
甫
『
百
万
人
の
戦
争
科
学
』
　
（
一
九
五
三
年
）
、
一
＝
七
頁

力
の
強
制
使
用
と
統
制
、
消
費
統
制
、
各
種
調
査
、
軍
需
産
業
の
奨
励
　
②
デ
ブ
ネ
（
岡
野
馨
訳
）
『
戦
争
と
人
－
世
界
大
戦
の
省
察
ー
』
、
六
五
頁
。

．

罰
則
な
ど
を
規
定
し
た
軍
需
工
業
動
員
法
が
制
定
さ
れ
、
同
年
六
月
　
　
③
山
口
利
昭
「
国
家
総
動
員
研
究
序
説
」
『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
九
二
巻
第

に
は

こ
れ
を
実
施
し
て
い
く
機
関
と
し
て
内
閣
に
軍
需
局
が
設
置
さ
れ
　
　
　
　
一
・
二
号
、
一
九
七
九
年
四
月
号
、
二
八
〇
頁
。

た
。
陸
軍
に
お
い
て
も
陸
軍
省
に
兵
器
局
工
政
課
が
新
設
さ
れ
、
そ
こ
④
『
参
戦
諸
国
ノ
陸
軍
二
就
テ
』
（
第
四
版
）
拓
殖
大
学
図
書
館
佐
藤
安
之

で

陸
軍
省
軍
需
動
員
計
画
案
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
戦
時
に
お
け
　
　
　
　
助
文
庫
所
蔵
、
二
九
頁
。

る
軍
需
の
民
間
産
業
、
資
源
、
労
働
力
な
ど
の
国
家
統
制
の
規
定
、
運
　
⑤
志
道
保
亮
編
『
鉄
山
永
田
中
将
』
（
一
九
三
八
年
）
、
一
五
一
頁
・

用
等
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
で
軍
需
工
業
動
員
法
と
目
的
を
同
じ
く
す
　
⑥
藤
原
彰
『
軍
事
史
』
（
一
九
⊥
登
年
）
・
一
三
八
～
＝
二
九
頁
・

る
も
の
で
あ
っ
た
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
『
日
本
陸
海
軍
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』
（
一
九
七
一
年
）
・
三
七
九
頁
。

　
同
時
期
に
参
謀
本
部
で
も
独
自
に
国
家
総
動
員
体
制
樹
立
案
が
準
備

さ
れ
、
一
九
二
六
年
五
月
に
は
「
戦
時
大
本
営
勤
務
令
改
正
案
」
〔
註
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
）

⑥
ソ
が
作
成
さ
れ
た
、
そ
れ
は
、
首
相
、
参
謀
総
長
、
軍
令
部
長
に
よ


